
7月定例教育委員会

資糾報告

○資料報告一覧

・ 令和5年 6月定例県議会の概要について (各課共通)

・令和6年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用選者

試験について (高校教育課)

・令不日6年度長崎県公立小・ 中 ,義務教育学校管理職員選者試験

の実施につしヽて (義務教育課)。

・退職手当支給制限処分に係る審査請求に対する棄却決定について

(教職員課)

・ 令和5年度長崎県高等学校体育大会における競技結果について

(体育保健課)

□

※資料配布での報告とさせていただきます。

※往l質問があれば、往Ⅱ連絡ください。

。第43 国民体育大会九州ブロック大会につしヽて (体育保健課)





各 課 共 通

件 名 令和 5年 6月 定例県議会の概要について

概  要 1

令不日5年 6月  9日 ～ 令和 5年 7月  4日

令不日5年 6月 15日 ～ 令和 5年 6月 19日

令和 5年 6月 23日

日 程

会   期

一 般 質 問

常任委員会

2.議 案

原案のとおり可決 口承認

・第 52号議案 (予算議案)

令和 5年度長崎県一般会計補正予算 (第 3号)の うち関係部分

・報告第 1号 知事専決事項報告 (予算議案)

令和 4年度長崎県一般会計補正予算 (第 16号)の うち関係部分

3.一般質問における主な質疑事項

(資料 1～ 14頁 )

○離島振興について

・学校教育における ICTの利活用について

○教育行政について

。小中学校の給食費の無償化について

。県立学校等の存続、充実のための支援について

○教育行政について

おAIド リル等のサービスの導入について

。休日の部活動の地域移行について

○県内の人材育成 。人材確保について

・産業人材の育成 。確保について

。教員の育成 。確保について

(近藤智昭議員 )

(大場博文議員 )

(山 田朋子議員)

(千住良治議員 )
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○部活動の地域移行につぃて

・県内の現状 と今後の動きについて      (千 住良治議員 )

○教育行政について

。県内の空調設備設置状況について      (坂 口慎=議員 )

○地域振興について

。地域伝統芸能の継承について        (坂 口慎下議員 )

○子育てしやすいまちづくり          (中 村俊介議員 )

・地域で子 どもを育てる環境づくり

。教員の働き方改革について

。ICTを活用 した家庭における負担軽減

・学校給食における地産地消の推進について

。いじめや不登校への対応について

〇ジェンダー平等の推進について        (白 川鮎美議員 )

○離島留学制度について            (白 川鮎美議員 )

○教育行政について             (大 久保堅太議員 )

・県立高校の存続 と魅力化について

。ながさきモデルの充実について

○教育について              ,  (畑 島晃貴議員 )

・県立高校の役割 と魅力強化に向けた取組について

:遠 隔教育の活用について

○教育行政

・不登校児童生徒姑策について        (本 多泰邦議員 )

4.文教厚生委員会等における主な質疑事項 (資料 15～ 29頁 )

○第 52号議案 令和 5年度長崎県一般会計補正予算 (第 3号)の うち

関係部分

・子どもの安全対策として、公立小中学校のスクールバスヘの安全装置

の装備を補助する経費について

。子どもの安全対策として、特別支援学校のスクールバスヘの安全装置
の装備に要する経費について

。高等学校における「共通」教科情報の指導体制の強化に要する経費に
ついて
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○報告第 1号 知事専決事項報告 令和 4年度長崎県一般会計補正予

算 (第 16号)の うち関係部分

○陳情審査  4件

○所管事務に関する質疑         ‐

O政策等決定過程の透明性等の確保などに関する資料

・1,000万円以上の契約状況一覧表について

。補助金内示一覧表について

○高校生の離島留学推進事業について

○長崎県公立学校教員採用選考試験について

○教職員の体罰について

〇夜間中学について

○高等学校文化部活動 (茶道都、華道部)の推進について

○肢体不自由生徒の教育条件の整備について

○夏休み充電宣言における承認研修について

○ふるさと教育に関する子ども用図書の充実について

〇教職員の超勤について

○特別支援学校における図書の充実について

○業務の持ち帰りについて

○臨時的任用職員の採用について

○夏休み充電宣言の周知について

○県立高校と私立高校の連携について

○県立高校への支援員の配置について
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高校教育課

件  名
令和 6年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員)採用選考試験について

概  要 1職  種
(1)実習助手 (理科、農業、工業 (機械、電気、建築、土木、化学)、 商業、

特別支援)

(2)寄宿舎指導員

2 募集人数及び出願資格

《A採用 (障害者特別採用選考)》

募集職種 募集人数 対象者及び資格

実

習

助

手

理科

若干名

①昭和 39年 4月 2日 から平成 18年 4月 1日 までに生

まれた者

②地方公務員法第 16条の各号の規定に該当しない者

③身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳、精

神保健福祉法第45条に定める精神障害者保健福祉手・
帳及び各都道府県または政令指定都市が発行する療育

手帳の交付を受けており、実習助手としての職務遂行が

可能な者

※理科は 採ヽ用後、理科以外の教科の実習助手として任用

する場合がある

特別

支援

工業
①昭和 39年 4月 2日 から平成 18年 4月 1日 までに生

まれた者

②募集職種に関係ある学校や学科等を卒業又は卒業見込

みの者

③地方公務員法第 16条の各号の規定に該当しない者

④身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳、精

神保健福社法第45条に定める精神障害者保健福祉手

帳及び各都道府県または政令指定都市が発行する療育

手帳の交付を受けており、実習助手としての職務遂行が

可能な者

商業

※上記手帳は、受験申込 日及び受験 日当日において有効であることが必要ですЬ
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義務教育課

件 名 令和 6年度長崎県公立小。中L義務教育学校管理職員選考試験の実施について

概  要
1 目 的

令和 6年度以降に任用する長崎県公立小 。中学校及び義務教育学校の校長、

副校長及び教頭を選考する資料を得るために行 う。また、副校長については、

校長候補者名簿に登載された者の中から登用する。

なお、教頭候補名簿に登載 された者の中から主幹教諭 として登用することも

ある。

2 出願資格

○ 校長  ・教頭経験を有し、これに準ずる職も合わせて 3年以上の経験を有す

る者

○ 教頭  ・主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、事務職員及び

学校栄養職員並びに市町教育委員会事務局等に勤務する者

※令和 6年度試験より、経験年数 日年齢の制限を廃止

3 選考試験

○ 校長  ・一次試験 論文     ・二次試験 面接 (個人 日集団)

〇 教頭  。一次試験 筆記下論実   ,二 次試験 面接 (個人 日集団)

※令和 6年度試験より、教頭試験の論文を廃上、筆記試験を選択式とする。

また、校長 日教頭試験ともに集団面接を導入する。

4 期日・場所

○ 下次試験  令和 5年 7月 29日 (土)長 崎県教育センター

○ 二次試験  令和 5年 10月 (予定)1 長崎県庁舎行政棟

5

6 過去の出 況 ( の

区 分 校 長 教 頭 計

出 願 者 262(27) 139(29) 401(56)

名簿登載予定数 98 120 218

教  頭 計年度 校  長

R2 288(12) 291(34) 579(46)

R3 276(22) 285(35) 561(57)

223(32) 474(51)R4 251(19)

R5 261(22) 171(29) 432(51)
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参者資料
R5,7.6

令和6年度管理職員選者試験における出願倍率

1小学校校長

O名簿登載者予定 :

O一次合格者ラ定 :

○出 願 者 数 :

O 倍  率  :

43人

56人

170人

4.O倍 (一次試験倍率 :

2中学校校長

O名簿登載者予定 :

O二次合格者予定 :

O出 願 者 数 :

○ 倍  率  :

3小学校教頭

O名簿登載者ラ定 :

O一次合格者ラ定 :

O出 願 者 数 :

O 倍  率  :

4中学校教頭

O名簿登載者予定 :

O一次合格者ラ定 :

O出 願 者 数 :

O 倍  率  :

55人

72人

92人

1.7倍「(一次試験倍率 :

54人

70人

78人

1.4倍 (一次試験倍率 :

66人

86人

61人

O.9倍 (一次試験倍率 :

3。O倍 )

1.3倍 )

1.1イ音 )

O.7倍 )

※ 教頭試験における出願資格変更による効果

・教職経験12年末満の出願者数 :20人
・ 41歳未満の出願者数    :10人
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教職員課

件  名 退職手当支給制限処分に係る審査請求に対する棄却決定について

概  要
懲戒免職処分となつた元県立学校教頭に対する退職手当支給制限処分に

ついて、処分取消を求めた下記の審査請求に対し、長崎県知事から請求棄

却の裁決がなされた。

1.審査請求事案の概要

長崎県教育委員会が審査請求人に対し行つた一般の退職手当等の

全部を支給しないこととする処分の取消しを求める。

3.知 事か らの諮問 I す る県議会からの意 見

令和 5年 2月 議会

請求を棄却すべき

(諮問 :R5.3,2)

(議決 :R5.3.17)

4.裁決の内容 (令和 5 6月 9日 付け裁決通知 )

本件審査請求は、これを棄却する。

参考 :元県立学校教頭は、懲戒免職処分に対しては、審査請求を

行つていない

時  期 容内

R2.12.11 大村市内の飲食店において同僚 2名 と飲酒後、運転

代行を利用し帰宅しようとしたが、自宅の最寄り駅

付近の道路上で降車。その後、自ら運転し道路脇の

空き地に脱輪させたb

R3. 10. 8 懲戒免職処分 (地公法第 29条第 1項第 1号及び第

3号)

一般の退職手当等の全部を支給しないこととする処

分 (退職手当条例第 12条第 1項 )

R3. 12.123 長崎県知事あて審査請求
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【審査請求】
・行政不月R審査法第2条

・地方自治法第206条第1項

・処分を知った日の翌日から起

算して 3ヶ 月以内

(行服法18条 )

【議会

^の
諮問】

・地方自治法第206条第2項

異議申立て又は審査請求あっ

たときは、議会に諮問してこ

れを決定しなければならない。

【議会の意見】
・地方自治法第206条第3項

議会は、諮問があつた日から

20日 以内に意見を述べなけ

ればならない。

【再審査請求】
・行政不月艮審査法第6条

・裁決を知った日の翌日からlヶ

月以内 (行月艮法第62条 )

知 事

知 事

諮

問

県議会

意

見

【参考】

県教育委員会 (処分庁)

枝処分者 (審査請求人)

【処分の取消し訴訟】
。行政事件訴訟法第 8条、

H条
・出訴期間は処分を知っ

た日から6ヶ 月まで

(行訴法14条第1項 )

・ただし、審査請求をし

た場合は、出訴期間は

その期間はその決定を

知った日から6ヶ月ま

で (行訴法第14条第 3
項)

裁 決

【裁決の取消し訴訟】
・行政事件訴訟法第11条

・出訴期間は決定を知った

日からoヶ 月以内

(行訴法第14条 )

県 (知事)

【裁決の取消し訴訟】
・行政事件訴訟法第11条

・裁決を知った日から6ヶ 月

以内 (行訴法第 14条 )

（
裁

決

の

取

（
裁

決

の

取

消
）

国

県 (裁判上の行為
は県教委が行う)

処

分

審

査

請

求

訴

　

　

訟

審査請求人

再
審

査

請

求

総務大臣

裁

決

請求人

訴

訟
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【参考】

◇職員の退職手当に関する条例 第 12条第 1項

退職をした者が次の各号のいずれかに該当するときは、当該退職に係る退職

手当管理機関は、当該退職をした者 (当 該退職をした者が死亡したときは、当

該退職に係る一般の退職手当等の額の支払を受ける権禾Jを承継した者)に対し、

当該退職をした者が占めていた職の職務及び責任、当該退職をした者の勤務の

状況、当該退職をした者が行った非違の内容及び程度、当該非違に至った経緯、

当該非違後における当該退職をした者の言動、当該非違が公務の遂行に及ぼす

支障の程度並びに当該非違が公務に対する信頼に及ぼす影響を勘案して、当該

一般の退職手当等の全部又は一部を支給しないこととする処分を行うことがで

きる。

(1)懲戒免職等処分を受けて退職した者

(2)地方公務員法第 28条第 4項の規定による失職 (向法第 16条第 1号に該

当する場合を除く。)又はこれに準ずる退職をした者

◇職員の退職手当に関する条例の運用について 第 12条関係

1 非違の発生を抑止するとい う制度 目的に留意 し、一般の退職手当等の全部

を支給 しないこととすることを原則 とするものとする。

2-般 の退職手当等の一部を支給 しないこととす る処分にとどめることを検

討する場合は、本条第 1項に規定す る 「当該退職をした者が行つた非違の内

容及び程度」について、次のいずれかに該当する場合 に限定する。その場合

であつても、公務に対する信頼に及ぼす影響に留意 して、慎重な検討を行 う

ものとする。

(1)停職以下の処分にとどめる余地がある場合に、特に厳 しい措置として懲戒

免職等処分 とされた場合

(2)懲戒免職等処分の理由となった非違が、正当な理由がない欠勤その他の行

為により職場規律を乱 したことのみである場合であって、特に参酌すべき

情状のある場合

(3)懲戒免職等処分の理由となつた非違が過失 (重過失を除く。)に よる場合で

あつて、特に参酌すべき情状のある場合

(4)過失 (重過失を除く。)に より禁錮以上の刑に処せ られ、執行猶予を付 され

た場合であつて、特に参酌すべき情状のある場合
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体 育 課

件 名 令和5年度長崎県高等学校体育大会について

概  要 ○令和 5年度長崎県高等学校総合体育大会について (※駅伝は含まない)

1 期  間   令和 5年 6月 2日 (金)～ 6月
｀

9日 (金 )

2 会  場   9市 3町 62会場

(総合開会式はトランスコスモススタジアム長崎)

3 実施競技   31競 技

′     ※別紙一覧表参照

4 参加校。人数    87ん交 9, 805名

※ (参考)令和 5年度全国高等学校総合体育大会の概要

(翔び立て若き翼 】ヒ海道総体 2023)

1 開 催 県 北海道・ 山形県 。栃木県・ 和歌 山県

(※総合開会式は北海道で実施 )

令不日5年 7月 22日 (土)-8月 21日 (月 )2期  間

○令和 5年度全国高等学校定時制通信制体育大会長崎県予選大会について

1 期  日   令不日5年 6月 11日 (日 )

2 会  場   長崎工業高校・鳴滝高校

3 実施競技   3競 技

(ハ

｀
卜
゛
ミントン、ドスケットホ―゙

,レ、卓球)

4 参加校・人数    9校 133闇呈 256名

※ (参考)令和 5年度全国高等学校定時制通信制体育大会の概要

1 開 催 県   東京都・神奈サキ1県・静岡県

2 期  間   令和 5年 7月 28日 l金)～ 8月 21日 (月 )
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令和5年度 (第75固 ) 長崎県高等学校総合体育大会 団体優勝及び上位校一覧

競 技 種 目 性月」 優  勝 圃 数 2  位 3  1立

1 陸 上 競 技
男 長 崎 日 大 4 大会 連続 14回 目 諫 早 農 業 長  崎  南

女 長 崎 日 大 2 年  連続 15回 目 純 心 女 子 環l カロ

2 ソ フ ト テ ニ ス
男 大 村 工 業 初 優 勝 精 道 三 川 台 島 原 佐 世 保 工 業

支 長 崎 商 業 12 年  ぶり 5 回目 長  崎  東 大 本寸 九州文化学園

3 バ レ ボ プし
男 大 村 工 業 2 年  連続 19回 目 佐 世 保 南 鎮 西 学 院 長 崎 南 山

女 純 心 女 子 48 年  ぶり 9 回目 創  成  館 肩 峰 聖和女子学院

4 ,ヽ

'ス
ケットホ ル

男 壌 浦 23  年  ぶり  9 回 目 佐 世 保 工 業 長   山奇   西

女 長  崎  西 2 ′
年  連続 13回 目 島 原 中 央 長 崎 日 大

5 卓 球
男 鎮 西 学 院 4 大会 連続 35回目 瑣 浦 佐 世 保 工 業

女 鎮 西 学 院 3 年 連続 33回目 長崎支子商業 長 崎 商 業 活 水

6
体 操

男 創  成  館 2 年  連続 16回 目 大 村 工 業

女 創  成  館 3 年 連続 6 回目 純 心 女 子

新   体   操 女 長 崎 女 子 3 年  連続 50回目 活 水

7 林g 撲 男 諫 早 農 業 27 大会 連続 45回目 長 崎 鶴 洋 北 松 農 業

8 弓 道
男 海 星 5 年  ぶり 7 回目 大 本寸 鹿 町 工 業

女 長  崎  北 17 年  ぶり 2 回目 島 原 純 心 女 子

9 父」 道
男 島 原 2 年  連続 16回 目 長 崎 南 山 長  崎  東 五 島

女 原島 2 年  ぶり 18回 目 陵 瑣 浦 佐 世 保 北

10 柔 道
男 長 崎 日 大 9 大会 連続 19回 目 長 崎 南 山 長  崎  東 佐 世 保 工 業

女 長 崎 明 誠 15大会 連続 16回目 五 島 佐 世 保 工 業

11 サ  ッ  カ
男 国 見 13 年  ぶり 21回目 長 崎 国 大 海 星 創  成  館

女 鎮 西 学 院 12 大会 連続 12回 目 島 原 商 業 活 水 海 星

12 ラ  グ  ビ 男
｀
長 崎 南 山 6 年  ぶり 9 回目 長 崎 北 陽 台 長  崎  北 島 原 工 業

13 ソ フ ト ボ )レ
男 島 原 工 業 6 年  ぶり 7 回目 大 村 工 業 佐 世 保 西 諫 早

女 長 崎 商 業 3 年  連続 19回 目 九州文化学園 向 陽 壱 岐 商 業

¬4 バ ド ミ ン ト ン
男 壇 浦 8 大会 連続 36回目 佐 世 保

｀
実 業 長 崎 工 業 長  崎  北

女 諫 早 商 業 12 大会 連続 12回目 長 崎 女 子 向 陽 活 水

15 登 山
男 長 崎 北 陽 台 18 大会 連続 34回目 大 村 工 業

女 長 崎 北 陽 台 5 大会 連続 24回目 大 ホ寸

16 ハ ン ド ボ )レ
男 壇

'甫

4 年  ぶり 18回 目 長 崎 日 大 鹿 町 工 業 長 崎 工 業

女 清 山筆 2 年  連続 4 回目 佐 世 保 商 業 長  崎  南 純 心 女 子

17 ホ  ッ  ケ
男 ,II 棚 12 大会 連続 27回目 佐 世 保 工 業

女 ※川棚のみ参加

18 レ ス リ ン グ 男 島 原 工 業 2 年 連続 18回目 島 原

19 ボ ク シ ン グ 男 壌 ,甫 2 年  連続 24回目 長 崎 鶴 洋 西 海 学 園
'

清 峰

20 ウ エ イ ド
男 諫 早 農 業 12 大会 連続 51回目 西 彼 農 業 希望が丘特支

女 諫 早 農 業 3 年  連続 3 回目 西 彼 農 業

21 ブ ス
男 海 星 24 大会 連続 42回目 長  崎  東 諫 早 長 崎 北 陽 台

女 長  崎  東 14 年 ぶり 3 回目 長 崎 北 陽 台 佐 世 保 北 海 星

22 フ ェ ン シ ン グ
男 長 崎 工 業 2 年  連続 16回目 諫 早 商 業 諫 早

女 諫 早 商 業 2 年  ぶり 35回目 諫 早

23 ヨ ツ ト
男 長 崎 総 大 附 14 年  ぶり 29回 目 長 崎 鶴 洋 長 崎 北 陽 台

女 長 崎 工 業 3 年  連続 13回目 長 崎 北 陽 台

24 ボ ト
男 大 小寸 4 大会 連続 23回目 長 崎 明 誠 大 村 城 南

女 大 村 2 年  ぶり 28回 目 大 村 城 南 長 崎 明 誠

25 ラ イ フ ル 射 撃
男 長  崎  東 2 年  ぶり 9 回目 島 原 工 業 長  崎  南

支 長  崎  北 2 年  連続 21 回目 長  崎  東 長  崎  南

26
水 泳

男 長 崎 南 山 2 年  ぶり 5 回目 長  崎  引ヒ 佐 世 保 工 業

女 九州文化学園 3 年  連続 9 回目 諌 早 商 業 長  崎  西

水 球 男 長 崎 工 業 4 年  ぶり 8 回目 長  崎  西

27 空   手    道
男 理 浦 2 年  連続 23回目 九州文化学躙 佐 世 保 北 長 崎 国 大

女 壌 ,南 3 年 連続 18回 目 長 崎 日 大 猶  興  館 九州文化学園

28 チ ェ リア
男 ※大村工業のみ参加

女 ※佐世保商業のみ参加

29 カ ヌ
男 西 陵 3 年  連続 6 回目 長  崎  西

女 長  崎  西 8 年  ぶり 5 回目 西 陵

30 伝駅
男 11月 に開催予定
女

31 自   転    車 男 ※鹿町工業のみ参加

32 な ぎ な た 女 ※ 松 浦 のみ 参 加

〒 11-



令和5年度 (第75国)長崎県高等学校総合体育大会 個人優勝及び上位入賞者一覧

第   1  位 第  2  位 第   3  位
競

技

名

性

別

期

日

記 録 氏 名 校 名 記 録 氏 筈 校名 記 録 氏 筈 校 名

1 中川 穐泉 3 042 植松 1064 峰 原100m 男 6/4
県高校新・ 大会新 県高校 タイ

2136 植松 長崎雨 2195 ミ,レ 3 2206 3 長崎北2∞m 男 6/6
2次 25)

400m 4836 返藤 庭慈 2 中野 3 口 加 4856 開 田

8∞m 6/5 :5403 丼 □ 瑾浦 :5433 2 創成館 ■5487 1 長 崎
1 男 6/3 H原 硫人 3 井□ 愁事 3 黒嵩蘭太朗 1

1411 川原 琉人 3 1 牟 倒 1 351000m 男 16/5

110mH 6/6 1 11 稀人 3 樫山 鴫  2 1 山田 光祐 3
400mH 5316 中野 颯太 3 5485 白 石 5496 石 丸

男 9封 743 牟 田 2 15 敦範 3 長幡 日 正樹 3|

男 6/3 2312992 立花 香樹 3 口 加 佐万 健†63 | 1695 渡き8 煉  3
8 5292 団遷 瑛信 3 5199 3 4798 椎 山 長崎 日六

3 3
ミ ル 3 3

3 II 2 3
4096

橘 本 3

長崎高 4138

山 ロ

4178 佐芭保西4× 100mR 男 6/5

山 田

近藤

橋 本 3 3
3封 450

値 松

長崎南 3:2117 長崎北 3:2184

井 □ 3

哩溝4× 400mR 男 6/6

大会新

6/5 l m98 成瀬 霜人 lm95 諒早農業 lm95
男 4m40 3 隆之介 3 長崎 B大 3m70 雄介 2

走幅跳 晃 松本 一馬 2 6m99 西山 諒 3 ミル 阿題 3
14m46 佐F祭 圭悟 3 13m91 木下 喜楽 3 13m76 2

男 6/3 14m05 13m25 1 □加 12m66 2
男 6/6 41 l委 人 3 竹下 真俗 2 □泡0 悪丞 1 日勾9

ハンマー投 本多 武蔵 2 46m70 竹市 華平 3 42m34 崎村 倭人 3
6/5 64m43 池田 栄志 3 56m35 田逼 3 長崎北 56m24 三 宅 3 諌早震業

1212 3 子更も女子 1215 3 1236 島 原1∞ m 女 6/4
イ

2∞m 2587 井上みさき 2 2604 田中ひかり 3 2618 田中 結餓 3
400m 6/3 5733 田фひかり 3 純も女子 5826 凪沙 2 ロカ8 5860 」 2 島 原

支 6/5 2■ 1 81成館 2封 増丸 奈央 2 諌 早 2■ 歩 実 ロカ0

1,500m 女 船木 歌  2 増丸 奈央 2 ◆里あんり 1
Ot50 1 0 高瀬 詩綴 2 9:5029 系源g 陽菜 諌 早 9:5112 北浦り 2

1 女 6/6 1 松 田 2 長崎 B六 1 1 瑠望 3 純 b女 1542 2 長 明 日
400mH 支 1 9 凪 沙 ロカ9 1 里『El 茉充 3 1 渡辺 千陽 3
SOOOmW 女 74 3 扇 3 辻 団 2

4743 井上みさき 4119 緒方 ―花 大 3812 西7種競技 女 6/45

田 裔佳 3 松田 晏奈 2 干陽 3
3 愛湖 2 2

,冥  2 小雪 3 れみ 3
4× 100mR 女 6/5 4705

3

純も支 4826 長崎 日入 4923 島 原

1 3 3
渡きB 2 2 1

伊藤 ― ノ 松〔8

4×400mR 支 6/6 3:5731

渡き]鳳 沙 2

□ ll日 3:5791

田中

ヤ竜も女 4i0319

J 3

長崎 日大

女 6/3 lm57 1 純も支子 lm54 2 l m51 2 長崎 日太
樺高跳 支 6/3 中村 莉璃 2 日 大 南 樺恋  3 松尾 しすく 3 口ぬ0

5m71 榎並 彩  3 5m69 晏奈 2 5m30 武函 蓮奈 3走中冨υ[ 女 6/5
イ

支 1lm12 井上 美晴 3 Om78 試藤 蓮奈 3 10m75 禰田 れみ 3
6/6 12m96 浦漂F 3 1対 馬 1 太 10m73 革 野 3

女 6/4 40m16 3 長崎南 32m86 圭織 3 長蝠北陽合 31m89 2 ロカ母
47m03 竹村 紗奈 2 42m50 牛水 彩乃 3 平井 垂礼 3ハ ンマー没 女 6/5

県高校新

女 6/3 47m38 3 41m57 華望 2 口お0 3 五 島

凪騎    1 柊 野 口男
山下 悟毅   2 吉田 翔 3 須川琥太aB 諌 山 協遵三 ,

3 3 山 田 霊見麻衣子

l固人

支

6/7

3
長崎商業

坂田麻衣〒    3
長幅商

村川 梨花

八 色
男 芝原   Iも    3 鎮西学陽 越  謁湮    3 壌浦

北 村 3

愛桜    2
シングルス

支

6/6

佐原のこか 3 川原 美 l憂    2
野田 有那 鎮西学院

3 3 輝 11 鎮西学院男
高漉    3

連溝
巧    3

領西学院
山崎慎太aE

lナ正原 のどか 3 松橋 愛桜    2 t芭塚 長女商

卓

　

　

　

球
ダブルス

支

6/6

,H原 2
鎮西学院

福田 咲華
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令和5年度 (第75回 )長晴県高等学校総合体育大会 個人優勝及び上位入賞者一覧

競

技

名
種 目

性

割
期

日

第   1  位 第   2  舷 第   3  位

sE録 氏 名 校 筈 記 録 氏 名 校名 記 録 氏 名 校 筈

体

操

体 燥
男 6/4

語木 勇歩    3 山崎  成 3 創成館 太 団  紹 懸 2 創成館

支 川 上 めい    1 聖和女子 谷山 妃菜    3 創成館 寺井 志桜 3 白I成館

新 体操 女 6/3 42450 宮幅  紗凪 3 長 崎女子 41900 城里子 にこ 2 活 水 36900 田代  えこ 3 再崎 立子

相

撲

無 差別級

男 6/4

森本 剣介    2 諫早礎業 木下 )】冶    2 諫早震業 祭  提 馬 3 長崎鶴洋

801電級 山ロ カ丸    3 長崎鶴洋 高僑 ―旦    1 晨噂鶴洋 穴蒲 日日晃    1 諌早震業

1 00kg級 下釜 8几主郎   3 諌早震業 冨永 風太    3 諒早農業 中村  塁封    2 諌早震業

¬oOkg以上級 森本 剣介   2 諫早農業 西出 瑛太    1 長臆鱈洋 住田 晃人    3 諌早農笑

弓

道 個 人
男 6/4

者本  智宏    2 遍 星 新立 1憂 B脅    3 猶興館 3

女 井上  l'』梨    3 題 軍 松永 英季    3 島 原 活 水

剣

遭 個 人

男

6/5
戸田 優人    e 長崎南山 水日 快 3 長崎面山

本多 志 2 西 1憂

永吉 不口馬 3 長臆雨山

女 畜田 有亜    3 島 原 山浦 未BB   3 西 ]ュ
た ス田 本と祀   3 島 原

寺川 秀 3 島 原

柔

迫

60レこ級 男

6/5

演□ 大誠    2 長崎 日六 大山 隼     3 遍 星
窄 酸 Eノ 介 長鱚日太

中村 電太    3 長噂南山

66レ g級 男 三好 曖希    3 長崎日六 吉田 壮太   2 長崎 日大
久 l呆田 1‐売介    2 五島

森本 優介    3 長隠 日大

73kg級 男 F」 暁登    2 長崎東 林 琥博 3 佐也 l泉工業
赤木 隆最    2 長崎南山

告芥  大 i紐    1 唆浦

81レg級 男 深江 艇渡    3 長幅南山 川野 功輝    3 医世l彙工葉
3 遵 浦

堀  陽登 2 長崎東

90kg級 男 川 □ 克希    2 長崎 日赤 山田 晴仁    2 長崎南山
藤屋  良月 1 五 島

馬場 樹 3 長崎南山

1 00kg級 男 宮本 拓夢    3 長崎 日大 中村 繋積]  3 長崎南山
塩 寃太朗    3 長随南山

松本 龍幅】  2 長崎日太

1 00kg超 級 男 桂  涵心    3 長幅 日赤 池田 健真    3 長崎南山
△ンフ ア`ガす  | 長崎日六

木村 成吾    2 長崎 B大

48kg級 支 畑山  凛    3 長崎同月訥 近藤 杏構〕  2 長崎明 a嶺

林田 任穂 1 倉J成館

田村  咲希子    1 西 陵

62レ g級 女 茜田 璃子    3 晨幡明訥 松本 梨那    3 五 島
濯田 ィ申那    1 長崎明。・ドメ

き丼 静中几   2 理 浦

57kg級 女 河野 未優    3 任 世保工 葉 斎藤 愛実    3 長崎明誠
西 栖 禾8否 3 五 島

上野 綱愛    2 長崎明誠

63レg級 女 山里  4吾≡    3 長幅明誠 畜 田 こころ 2 長崎明級
」ヽ西 希歩    3 長崎明誠

長谷川 ″ょつき  2 五 島

70鼈級 女 竹下 綾香    3 長崎日月誠 荒本 b乃 夏   1 長崎明誠
中小ヨ 悪歩 1 長臆東

松隠  未紗    2 鎮西学院

73ks級 女 池田 実琴   3 長崎明誡 田端日乗理    2 長崎 8ザ]諏
松′兼百 華子    2 西 陵

山本 Ib憂    1 五 島

78kg超 級 女 山□ Ibtt   S 長崎明。威 前田 花梨    3 蔭 浦
1 五 島

バ

ト

ミ

ン
ト

ン

シングルス

男

6/6

l」 l野  ,登之介  0 寝滴 軍 ノ瀬 悠生   4 瑾 浦
中島  天    3 壌浦

林 田 真籠    3 ,農蒲

支 岸本  l有否    3 諒早商実 渡野 亜妃    3 長崎 支子
根波 美乃 2 諫早商業

諌早商業

ダブルス

男

6/5

林田 真層E   3
壌浦

樫井 慎大    2
迫 浦

川本 諒太 山□健太a83抱 喚浦

2 高橋  輝    2 lJヽ野 1=Я 之介 大石 健慎 33 陰 浦

女
西田 美夢    2

諌早商業
演野 亜妃    3

長崎 支子
岸本 f再迄 古舘栗

'マ

美 32 諌早商業

根波 美ア」・    2 柏木 凛否    3 山□ 莉奈 新山明縮望 33 聖和女子

レ

ス

リ

ン
グ

61k目 級 勇

6/4

」ull 大和   2 島原 下田 電照    2 島原工業

55kg浄段 男 2 島 原

60角電級 男 百田 配矢    3 島原翔南 稲本 康紀    1 島原 茜田 太陽    2 島原工業

65k宜 組 島 有永 惇 3 島原工業 本本田 力れ   1 島 原

71kg級 男 小関  湾仁    2 島原工禁 1買瀬 読人   1 島原工業 隈瀬 和這    1 島原

80k属級 男 音本  l建生    3 島原工業 大場 稜太    1 島原工業

92脆電組 勇 西山 隋人    2 諌 早 域日 健太    1 島原

1 25kg級 男 馬渡  反来    3 島原翔雨 2 島原工業

68kg級 登 本多 千遥    2 島 原

ボ

ク

シ

ン
グ

ピン級 男

6/5

榊原  主黄 3 運 浦 中尾 仁 2 曖浦 森 陽太 2 長崎鶴洋

ライトフライ紺 男 成瀬 太陽    3 理浦 樋口 魁 3 波佐見
浦田 上総 2 3自 西学瞬

中尾  一気    3 廼 浦

フライ級 男 山下 裕也    3 壌浦 田渕 誠弥    3 IIビ保工黎
村 田 燈更    3 癌崎鶴洋

/ヽ ンタム級 男 大石 晃 e虜    2 西海学園 西武  季良    3 長崎北
理 浦

古本 元 2 曖浦

ライ ド級 男 近藤 盤 1 清 峰 上野 珠 l石    2 太村工業
谷□ 晟 3 波佐見

山□ 昴 3 喚浦

うイトウIルター縦鹿 男 栗野 雅色    3 長崎鶴洋 柴野 嵐-   2 壌浦

ウ ェルター級 舅 山崎  洋明    3 創成館 平川 昂明    3 長崎鶴洋

ミトル級 男 膏田 武翔    2 長崎鶴

'ギ
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令和5年度 (第75回)長崎県高等学校総合体育大会 個人便勝及び上位入賞者一覧

競

技

名
T量目

性

割
期

日

第   1  位 第  2  位 第   3  位

記 録 氏 名 校 名 記 録 氏名 校 名 記 録 氏 名 校 名

ウ

ェ

イ
ト

リ

フ

テ

イ

ン
グ

F。5kg級 男

6/5

小田 員聡 3 諫早震業 荻島優之介 3 諌阜庭襲 137161/70 申不不 滉人 2 諌早題禁
61レg級 男 前田 政郁 2 諫早震葉 137163/741 梅暗 勇任 1 諌早鰻業 11763/641 1 諌早震葉

67kg争及 男
遣田 真優 3 諫早鰹業 ス l異 田聖也 3 諌早庭業 162(77/851 中川  8胃斗 2

スナッチ大会新

73kg級 男 山□ 遍  3 諌早農業 武電8 優次 3 西彼農薬 江川 畏生 3
81 kg級 男 高谷 霞  3 諫早農崇 175180/95) 宇部 現真 3 西役震業 166(73/09 林田 反輝  1
89角 q級 男 115(50/651 山□ 電芽 1 諌早庭婆 SO125/251 山□ 直高こ 1
96kg級 男 12868/701 坂□ 優心 1 西彼震崇
Ⅲ102kg級 男 1 701BO/901 太場 汰電 2 西徒恣婆

45kg級 女

6/5

5525/301 与叉本 緒月 1 諫早震葉

49kg子機 女 80(35/451 とJ崎 千尋 3 。東早農葉

55k宮級 女 君永 夢8+2 諌早層婆

59kg級 女 山B 侑晏 2 諒早農業

64聘雪級 支
イ
宮
~ 

愛梨  3 諫早終業 稲田 美題 2 西彼農業

+64kg級 女
12316S/681 岩永菜々美 3 諌早緯裟 90139/51) 中村 和撮 1 諌早鰹薬

C&ジ ャーク、 トータル大会新

テ

ニ

ス

シングルス

努

6/7

渡遷 陽太    3 海 星 中川 晶生伶    1 涵 塁
泉 旱瑛 3 海 里

本村  疫雅    1 遍 星

矢団 [易 1 長 上`看東 森出 不0夏    3 長崎東
福田 紗月 2 長崎北陽台

1 大本」

ダブルス

男
南  伊織   2

涵 塁
中川 品生倫    4

遍 昌
井手 弘―朗 高小ホ 看空 33 諌 早

漫遷 [易太    3 本村 慶雅    1 坂□ 古貴 Э里 航太 33 海 皇

女
森山 不D夏    3

長幡東
児島 未ヤ'電    3

長飼北陽台
高見  葵 冨永 重  13 長崎北陽台

矢日 陽 1 福田 紗月    2 福田 心花 中村 未李衣 2, 長崎東

フ

エ

ン

シ

ン

グ

フルーし
男

6/4
四元  暖 2 長鳴工葉 内倒 翔英    3 長崎工葉 湾水 星羽    3 諌早商業

女 野日 不□楓    2 長幅工業 松村 はな    3 諒早商業 橋谷 芽衣莉    2 諌 早

エ ペ
男

6/4
平 梁雅 3 長崎工美 松永 龍塁   ′

2 諌早商業 日下 端稀    2 長崎工葉

r4 褐谷 芽衣莉   2 諌 早 橋本 緒衣    2 諌 軍 盛  弓 8,t 3 諌 早

サーブル
男

6/5
船本 陽斜   2 諫早商業 四元 暖 2 長崎工業 佐野  両人    3 長崎工業

女 ―瀬 咲季    3 諌早商業 徳永 美渡旨   3 諫早商業 橋野 美咲    3 諌早商業

ヨ

ッ

ト

420級

2点

梅暗 緊成 3

長崎総附
(1) 4点

村中 十憂希 2

長崎総陶
(2) 6点

松原 拓未 2

長崎鶴洋

伊藤 一成 3 菊田 翠優 2 上場真鳳斗 1
菊池流輝也 3 塩田  至」 1

」WI  命 1 林  莉央 1

女 3点

西平 l憂 栞 2

長崎工業
(3)

3点

隈稿 花美 3

長崎工業
(2) 6点

酒本 界8月  3

長崎工業
(1)

出鶴 紫和 2 荒木 粋9美 3 森浸 美咲 3
演本 冷宙 1 谷口 彩百ヽ 2 茜井亜 ,巨 ,■ 3

シツクl,lツタ生級
完 3点 松原 空雅 1 長崎北陽台 3点 塩〔B  匠 3 長崎総附 10点 スつィンツン・ 山本 21 長崎鶴洋

女 2点 久松 諦モ1 2 長崎北陽台

ボ

ー

ト

シンクサしスカル
男

6/4

3:6α 13 川口 真巧 3 長崎明訥ム 4:0888 口石 諒  2 大 村 4:1823 山□ 出海 3 長崎明諏8
女 4:2144 不大月 釉羽 3 長崎明誠A 4:4247 土橋 杏栞 2 長崎n月誠e 4:4364 出下 真奈 3 太村

ダブルスカル

男 3:2522 梶崎悠志郎 2
大村A 3:3196 田口桜太a8 3

佐世保高専 3:3366 山本  優兜 3
長崎明誠

宮崎 慢之 2 日丼 員慢 3 香〔日 重成 1

女 40171 深浦 ゆず 3
太村A 4:3003 尾上 蝿来 2

太村B 4i3039 返藤 要  2
太村戦南田中 真緒 2 音臼乗反子 2 ⇔ズt 桜葵 2

陀手つき
クォドルプル

男 312561

丼 手  1鬱 人 ク

大村A 3:2869

】イ野 裕太 3

大村城南 4:0293

灌渥 肺希 1

大村B
涸遷咲太郎 3 石川 拓実 3 高 田  牢 引, 1
溜大18 8と 大 2 平地  智哉 2 中酒 陽斗 1
西村南―率己 2 大坪 正幸 2 望l□  千歳 1
娠 舞  明 1ム テ 田 華磨  3 江副  見描1 1

支 4:0638

申↑」 紅案 3

太村A 4:4446

小野 美罵 1

大村 B 4:4755

渡遷 乃愛 2

大村♭夕雨

池角 ,E依 2 坂田 蕃美 1 奮原  ここ 1
紹野 真恵 タ 鵬き8 由倖 ¬ 中川 琴梨 1
山田みづき 2 木下ひ′dた 1 木本寸 篤海  1

□ 珠優 3 1 凛花 1 斯 丙  【6翼 1
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令和5年度 (第75回)長崎県高等学校総合体育大会 個人優勝及び上位入賞者一覧

競

技

名
種 目

性

別
期

日

第   1  位 第   2  位 第   3  位

記 録 氏 名 校 岳 記 録 氏 名 校 名 記 録 氏 名 校名

ラ

イ

フ

ル
劉

撃

BP
男

6/3,イ

田 弩  3 長鱚北 長崎北 1993 長崎北

nal:大 会新

立 2193 慣川 香栗 3 馬 崎 東 ,179 1反 □ l石  3 1941

AR

男 2416 森 l果 信輝 3 長臆東 2359 林  優太  3 長崎東 2142 本田琥太 a82 長噛栗

女
2446 冨川 ネl子 3 長崎北 2362 武田 美稔 3 長嗚北 2137 東 葵 奈  3 長崎東

F na'県 高校新・大会新

8R

男 2453 古山 晃- 1 長鯰東 2444 大原 橙茉 3 島原工業 2221 川端 志苑 3 長崎南

女
2513 森保 詩 l句J l 長崎北 2471 松尾 珠奈 3 長崎雨 2268 入江保之美 3 長崎北

Finat i県 高校新 :大会新

エ ア団 l本

男
17993

本田琥太郎 2
長崎東 17359 島原工業 17313

片山  祥 3
長崎北森 l只 信輝 3 字上 大暉 3 本多 鯰血 2

1・木  優太 3 Vm虚 太 郎  3 日 田  泉  3

嘴ミF

とr 17770
橋本 不l緒 3

長崎北 17699
東  美奈 3

長 l言,東武田 美稔 3 岩永 翼子 2
寅川 莉子 3 IB日 莫イ■ 3

ピーム団体

男 18308
岡本  響 3

長崎蘭 18243
東 太志郎 3

島原工業 18076
山口 玲央 2

長崎東
森  涼太 3 太原 橙茉 3 執行 眺生 1

川崎 志苑 3 宣蝿  憶J 2 古賀  涼世 2

支 18495
角川 10す 3

長崎北 48455
松尾 真紹 2

長睛粟 18377
松屋 昧奈 3

長崎南〔〕章催那子 3 :似 ▼Jl)示l]2 三浦 芽 l衣 3
入汀ι冥フ薬 3 出 口 乃愛 3

水

泳

50m自 由 男 6/4 O:2542 大久保―も 2 長幡南山
O:2561 高比良電- 1 瑣 浦

※ 2位は、同 タイム
O:2561 山下 rと8軍 3 伍世保工業

HOOm自 由 6/5 原田 悠生 2 佐世保北 0:5563 吉永 勘壱 3 長崎雨 O:5582 高比良電 - 1 壌 浦

6/4 1:5895 自根 舜太 1 長崎北 2:0107 谷□ 巧  1 佐世 l冥南 2:0168 占永 勘壱 3 長崎南

400m自 由 男 6/5 4封 766 自根 死太 1 長崎北 4:2004 谷 □ 巧  1 佐世保南 4;2031 森 達輝  3 大村工業

11500m自 由 努 6/4 174632 田□ 尋封 2 長噂北 18H027 右本 率大 1 大村工業 18:3261 小[B 歩  2 長崎南山

100m背 男 6/5 tO0 4H ―漂貫 稜太 2 長崎面山 1:0275 田中 稜晟 2 長崎雨 10489 )甫サ1 宰  1 喰 浦

200m背 男 6/4 2Hl 19 一涼酉 穣太 2 長幅雨山 21916 田中 稜晟 2 長譴南 21927 浦川 宰  1 蔭 浦

コOOm平 男 6/5 t0748 金丸晟之介 2 匠世俣工実 1:1155 松本 潤号
『
i3 長崎南山 1:1131 代田 健到】 2 長崎西

200m平 男 6/4 2:2818 金丸晟之介 2 重 t里 保工要 213665 松本 潤榔 3 長崎雨山 2:3671 代田 健翔 2 長幡西

封00mア タヽ 男 6/5 O:5633 岩崎 基晴 3 九)H文イヒ O:5994 榎並 咲  1 九州文イヒ t0005 大久保―心 2 長崎南山

200mア タヽ 男 6/4 2i0731 岩崎 基 d膏 3 九州文化 2:1146 烏越 意± 1 諌 早 2:1493 関 銀
= 3

佐芭保南

200m十団メ 冤 6/5 211478 演幅
・

風一郎 3 長崎北 21882 野上 海斗 2 喰 1鳶 2:2062 平川 睦人 3 長崎工業

400ml団メ 男 6/4 4:4569 演崎颯一a83 長臓北 4:5100 烏越 憲± 1 諌 早 4:5695 平川 陸人 3 長幡工業

400mりし一 男 6/4 3:4599

白根 舜太 1

長幅北 3i4830

石橋 摩志 1

長崎南 3:4863

―瀬 稜太 2

長崎南出武内  〉Σ1 3 池山 隆生 3 太久 l呆一b2

嶋谷 渡琉 3 木下 瑠偉 3 小田 歩  2

演蝠颯―aR 3 吉永 勘壱 3 谷 □ 凛晟 2

800mリレー 男 6/5 8:2100

岩崎  基晴 3

九州文化 8:2135

臼根 舜大 1

長崎北 8:2876

森 達輝  3

太村工業清 智也  2 武内 翔  3 畠渕隼太郎 1

榎並 咲  1 田□ 尋H 2 森  天摩  3

木山 息吹 2 演崎颯―aB 3 岩本 幸大 1

400m
メドレーリし―

男 6/6 40892

―瀬 稜太 2

長晒南山 4H193

武ぬ チ]1 3

長崎北 4:1540

原田 幸弥 2

佐世l黒 工美松本 IF宝3弥 3 濱崎颯―郎 3 金丸 晟之介 2
大尿保―心 2 喝谷 波琉 3 山下 X´とB軍 3

谷□ 凛晟 2 白根 舜大 1 吉村 健†62
50m自 由 女 6/4 O12732 榎並  闇 3 九)H文化 O:2846 宮野さくら 2 理 浦 0:2873 三嶋  芽  2 長崎西

100m自 由 女 6/5 tO0 20 i並  聞 3 九州文イと li01 84 宮野さくら 2 喧 浦 t0328 岩崎  I誌,E2 九州度化

200m自 由 女 6/4 2!0992 才本 仁湖 3 便崎商業 2■ 356 江ロ イヽ歩 2 諌早商業 212041 福 □ 10め 1 力 Jll文 化

400m自 由 女 6/5 4:2760 小串 霞佳 3 九州文化 412802 前川 結菰 1 九州文十ヒ 44277 江ロ イ屯歩 2 諌早間業

800m自 由 女 6/4 9:1129 小宰 優佳 3 九州文化 912589 前川 絡衣 1 九)H文イヒ 9:4726 ス保 イ・工藁  1 。東早面業

」00m背 6/5 t0464 渕上 莫奈 1 諫早商業 li06 35 上野 日優 2 長崎西 1:1033 古賀 lも 生奈 3 長崎北

200rn背 6/4 2¬ 939 渕上 真奈 1 諌早商業 212211 上野 B優  2 長鯰西 2:3522 真野 蒼手 3 西 陸

コOOm平 6/5 ■1534 下条 巴甲希 1 九州文十ヒ 1¬ 812 佐田さくら 3 。東早商業 ■2290 脇園 結缶 1 西 l▲～

200m平 支 6/4 2:4535 下条 山甲希 4 九州文化 2:4688 佐田さくら 3 諌早商業 2:5735 脇回  結名 1 西陵

100「nノ タヽ 支 6/5 1:0461 才木 仁湖 3 長崎商業 t0782 者幅 瑞

'こ

 2 九州文イヒ 10974 河内  重 3 長鯰西

2COバタ 支 6/4 2:3806 ,]内 望  3 長崎西 214769 藤原  楓  1 長崎北 2:6153 竹野 苺花 1 諫早商業

200m個 メ 支 6/5 2:3422 渡選 夢香 1 長崎北 2:3523 不B田 ´
多'生 1 九州文イヒ 213613 太塚 葉那 1 諌軍商業

400ml団メ 支 6/4 512864 和田 愛生 1 九州文イと 5:4312 中違 再ュ心 3 迫 浦 5:4977 金子 咲希 1 佐世保北

400mりし― 支 6/4 4i0674

坂西  礼 3

ノ乱)H文イヒ 4:1335

犬塚 菜那 1

諫早商業 411672

際原 鳳瑳 3

長幅西岩幡 端,E2 渕上 真奈 1 三唱  芽  2

」ヽ串 l憂 佳 3 佐田さくら 3 上野  日優 2

榎並  蘭 3 江ロ イ屯歩 2 川 F毛 絡衣 3

800mリ レー女 6/5 9:0870

江□ 純歩 2

諫早商業 9¬ 146

榎並  蘭 3

九州文化 914515

前田さつき 2

長崎西久保 紅葉 1 下条 山甲希 1 上野  B優  2

fF田 さくら 3 禾[田  再兵生 1 川尾 結衣 3

渕上 真奈 1 l」 串ヽ  1豊 佳 3 ,]内   重 3

400m
メトレーリし―

支 6/5 4:3549

1｀憂並  蘭 3

九州文化 4:4062

渕上 真奈 1

諌早間業 4:5000

上野  日 l憂 2

長崎西下条 血甲希 1 クェ田さくら 3 川尾 絡衣 3

岩隠 瑞 ,臣 2 竹野 苺花 1 河内  菫 3

坂西  礼 3 江□ 細歩 2 篠原  凪産 3
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令和5年度 (第75回 ) 長崎県高等学校総合体育大会 1固人優勝及び上位入賞者一覧

競

技

名
種 目

性

別
期

日

第   1  位 第  2  恒 第   3  値

記 録 氏 名 校名 記録 氏 名 校 名 記 録 氏 名 校 名

空

手

適

組手

男

6/4
石川 碧淑    3 瑾浦 溝日 健人    3 長崎 日大

3 喚蒲

諮岡豆の樹    2 佐世 l果北

女 江村 翠琴    3 蔭浦 鈴木 美澪   3 瑣浦
中島  梨革 3 蔭 溝

B]中 美桜    3 長崎 日大

形

男

6/3
破戸 苗麦佑 2 九州文化 塚本 晃己    1 九引1文化

浦田 隼虎    3 隆 滝

朦永 登真    2

支 中村 美晴    3 九州文化 石井 小蒔    1 九州文イヒ 壷田 真凛   2 佐世 l黒 北

3 純心女子

チ ェ 個 人
男

一支
6/3.4

赤え臀 脅鷺世   3 大村工業

佐也保査業

前川 祥多a8   3 大村工婆 中山  丈瑠    2 大村工業

カ

ヌ

ー

,lヤック)ングル

6/5

115943 松本 営也 3 2,0678 岸下 膠人 3 西 陸 2i0777 小原 獅音 3 西 陵

女 2:1949 神田 怜  3 長崎西 212215 永川 蓮票 3 長崎西 2:2282 鍼松  愛月 3 長崎西

カヤックヘ
・
″

男 115305 松本 営也 3
西崚 1:5603

小原 ね,音 3
西 陵 1:5694 山崎 澪王 2

西陸岸下 修人 3 苔
~林

 拓利 2 林田 新汰 2

女 2:1406 神 [E l令  3
長崎西 2「 1470 小瀬ひな子 3

長煽西 2:2362 考坂  幸  3
西 l真

え
永川 速菜 3 尿松 愛月 3 3

カヤックフォフ

男 ■4081

松本 営也 3

1:4387

告本 ヒ芭也 3

t4554

静間 違六 3

長崎西
3 山崎 澪王 2 浅源 匡佑 2

小原 ぢ8,昔 3 林田 新汰 2 上戸 太智 2
否本本 拓利 2 辻村侑太郎 2 奢B築  光  2

女 1:5781

ネ申[自 怜 3

長幅西 2i0290

寺よ反 幸  3

西 陵 2:0971

小瀬ひな子 3

長崎西

永川 重要 3 古賀 夏 ,こ 3 写丼あまね 2
久松 変月 3 小漏 美BB 2 西村 七源 2

'ヒ

lII 萌菜 3 田中 仁美 2 康瀬 文郁 2
力すティアンシン,,, 男 2:1812 内野 六雅 3 西 陵 2:2062 大和 3 西 陵 2:2115 3 長嗚鶴洋

力すテイアンヘ 7 男 2i0730 内野 大雅 3
西 l嚢 2:0817 堀川 逢叶 3

長崎西 2:1424 上井 康生 2
長崎西

前川 大和 3 甲村奈一朗 3 森本 真吾 2

力すティアンフォP 男 1:5829

内野 大雅 3

西 陵 1:5919

堀川 逢叶 3

長崎西 2:0354

1

長崎鶴洋
前川 太不1 3 甲村奈―朗 3 出日 純輝 1
川原 和貴 3 土井 康生 2 佐藤  源卦 3
木村 恒太 3 隠永 陽亮 2 福田 眠己 3

自

転

軍

男

6/4

1148 1152

l kmタ イムトライアル 男 1:0772 田中 lを 太 3 麗巴子工業 1:0937 足達健主郎 3 鹿町工業 lH 091 雰田 選大 3 籠町工婆
スプリント 男 出中 衛太   3 麗町工業 松永 琉泉   2 鹿 EIl工業 川原  稜平    2 薩巴J工葉

チームスプリント 男
1:1878

本村 凪  3
麗町工業足運鰹■a8 3

田中 衛太 3
大会新

努 44979

値松直太郎 2

目J町工業
運藤陽南太 2
川原 楼平 2
藤原 大  3

ケイリン 男 田中 衛太    3 麓断工業 黒川 怜    3 鹿町工業 川原  稜平    2
スクラッチ 男 足連健士自B   3 鹿町工業 田中 颯    3 鹿町工業 返藤陽南太 2 鹿町工業

努 3:5511 3 歴E町 工業 3:5786 逓藤陽両太 2 鹿町工業 3:5831 足運健主郎 3 鹿 IE」 工業

な

ぎ

な

た

国人試合 女

6/4
渾崎 明望 3 松 蒲 松口 莉粟 3 松 1甫 成富  百柁 3 松 浦

濱 技 女
成冨  百花   、 3

松 浦
松日 莉票 3

松 浦
,賢崎 E 3 目謬 : :ノマ美 3
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令和5年度 (第 75回)長崎県高等学校総合体育大会 新記録一覧

NO 期 日 競  技  名 性別 種   目 氏 名 学  校  名 学年 記  録
大会

タイ

大 会

新

県高

タイ

県高

新

県

タ イ

県

新
l備  者

1 6/4 陸 上 男 ¬OOm 中 川  穂 泉 佐 世 保 西 3 4086 ○ ○

2 6/4 陸 上 男 100船 植 松  康 太 長  崎  南 9 1042 ○ O

3 6/5 陸 上 男 200m 桓 松  康 太 長  崎  南 3 2コ 25 ○ 2次予選

4 6/5 陸 上 男 5000m 川 原  琉 人 五  島  南 8 14:150S ○

5 6/5 陸 上 男 4× 1 00mR 村
松

濱
植

本
本

達
橋

長  幅  南
２
，
３
，

Ｓ
，
３
4096 ○

6 6/6 隆 上 4× 400mR 本
本

橋
橋

籐
松

近
檀

長  崎  蘭
３
，
２
，

２
，
３ 3コ 45③ ○

7 6/4 陸 上 女 コOOm 榎  並   彩 純 ,い 女 子 3 1212 ○

3 6/5 陸 上 女 冠幅眺 榎  並   彩 純 心 女 子 3 5m71 ○

9 6/5 陸 上 女 7種競技 井 上 み さ き 長 崎 国 大 2 4743 ○

10 6/5 陸 上 女 ハンマー投 竹 村  紗 奈 長 崎 女 子 2 47mOS ○ ○

11 6/5 ウエイトリフ
テイング

男 6 7kg争及 増 田  真 優 諌 早 震 業 8 206196/110) ○

12 6/5 ウエイトリフ
ティング

女 キ64kg級 告 永  菜 々 美 諌 早 震 業 3 123(55/68) O

13 6/34 ライフル射撃 男 エア団体 本多・ 森保 。林 長  崎  東
２
，
２

３
呵7998 ○ ①

14 6/34 ライフル射撃 男 BP 内  田   翼 長  崎  北 3 2331 ○

15 6/34 ライフル射撃 女 AR 宮 川  莉 子 長  崎  北 3 2446 O O

封6 6/5 ライフル射撃 女 BR 森 l呆  詩 乃 長  崎  北 1 2518 O ○

17 6/4 雹転草 男

ノフイfノクZ∪∪
mタ イム・ トラ 田 中  衛 太 屁 町 工 業 3 4① 92 O

18 6/4 塵転車 男
テームスプリン
ト

本 村 `阻 中 鹿 日]T工 業 (3,3 1:1873 O

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32
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令和 5年度全国高等学校定時制通信制体育大会長崎県予選大会結果

令和ら年6月 11日 (日 )  会場 :長崎地区各高校

Oバスケットボール (会場 :長崎工業高等学校 第 1体育館)

O卓 球 (会場 :長崎工業高等学校 第2

※男子団体:昨年度佐世保中央昼間部が全国優勝のため2校が県代表として出場する。

※女子団体 :鳴滝通信は4大会連続優勝!  注 :個人戦は全国大会出場慣位をつけるため3位決定戦を実施

Oバ ドミントン (会場 鳴滝高等学校 体育館)

※女子団体:こ ころ未来は3大会連続優勝

Oバレーボール

東男子 隔組扇財司講謁あみ参加 全国大会バレーボール競技への出場が理事会にて承認された。
※女子 参加校なし

Oサッカー

※参加校なし

O軟式野球

瀾躍園璽巽麗匿臣のみ参加 全国大会西九州地区大会への出場が理事会にて承認された。

なお、全国大会西九州地区大会は、佐賀県多久市野球場 (6/24)にて開催予定。

0その他

剣 道

※男子個人 に全国大会剣道競技個人戦への出場が理事会にて承認された。

翌堕陽涸隠 7`賃胡顆 韓 齢鶏,に全国大会剣道競技個人戦かの出場が理事会にて承認された。

◎優勝校及び上位選手 (網掛け)に全国高等学校定時制通信制体育大会の出場資格が与えられた。

優勝 2位 3位 3位

男子 佐世保中央昼間都 佐世保中央通信制 佐世保工業定時制

優勝 2位 3位 3位

女子 佐世保中央夜問部

団 体 優勝 2位 3位 3位

男 子 団 体 蔦 畿 蓼畜障妻 鳴滝通信制

女 子 団 体 麟 細 蔚 謝 佐世保中央通信制 ろ未来

個人 優勝 2位
~

3位 4位

男 子 個 人

女 子 個 人 (佐中勘田敷依 (こ ころ)

晴 (佐申曇樹 (麟鰯歩 (佐中昼)(こ ころ)

優勝 2位 3位 3位

男 子 団 体 大村高校定時制 鳴滝昼間都 ろ未来

女 子 団 体 坤 鳴滝夜間部 佐世保中央夜間都 島原高校定時制

男 子 個 人 樋渡魁斗 (大村定) 西村脩斗 (佐中働

女 子 個 人 山崎未夕 (島原定) 濱日実梨 (鳴商団

口空来 (佐中逓)

it亜芽 (こ ころ)

(醸 )

松山 翔 (佐世保中蜘
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体育保健課

件  名 第43回国民体育大会九州ブロック大会について

概  要

【第43回国民体育大会九州ブロック大会について】

1 大会期間及び開催競技

(夏季)5月 28日 (日 )、 カヌー (スラローム、フイルト
｀
ウォツい

)

6月 25日 (日 )、 水泳 (アサィスティックスイミンク
゛
)

7月 11日 (火)～ 8月 13日 (日 )

体操 (ト ランホ
°
,ン、新体操、競技)、 テニス、ローインク

ヾ
、馬術、スホ

°―ツクライミンク
゛

カヌー(スプリント)、 空手道、ホ|タリンク
゛
、コ

｀
ルフ、水泳 (水球 )、

(秋季)8月 19日 (土)～ 8月 27日 (日 )

サッカー、バスケットホ―゙
,レ、ウエイト,フティンク

ヾ
、ハント

｀
ホ―゙ル、ツフトテ以、卓球

軟式野球、フェンシンク
゛
、柔道、ソフトホ―`ル、弓道、ライフル射撃(剣道

アサェリー、銃剣道、なぎなた、ホ
゛
クシンクi、

ハドレとホ―゙ル、バ卜
｀
ミントン

|     ラク
゛
ヒ―゙アットホ―゙ル、ホッケー

(冬季)12月 2日 (土)～ 12月 3日 (日 )

アイスホッケー

2開 催 県             |

大分県 (10市、 2町)、 熊本県(1市 )、 福岡県(1市 )
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令和5年度国民体育大会第43回九州ブロツク大会

夏季大会 日程及び会場一覧

令和5年5月 28日 (日 )～ 8月 13日 (日 ) (競 技日◎ 練習日○ 予備日△ 設営日□ )

競  技  名 種別・種目

5月

九州
代表数

会 場 地
市 町 村 競技会場 練習会場

２４
ｍ

あ
∩

２６
０

２７
０

２８
９

２９
⑪

カヌー
スラローム

ワイ,レドウォーター

成年男子

スラロームカヤツクシング
'し

◎ 4

豊後大野市 リバーパーク犬飼 特設カヌーコース 司左

◎ 1

◎ 1

成年女子

スラロームカヤツクシング
'し

□C ◎ 3

◎ 1

◎ 1

競  技  名 種別 種自

6月
九州
代表数

会 場 地
市 町 村 競技会場 練習会場２‐

休 ２２
∩

２３
９

２４
ω

２５
⑪

％
∩

飛永 Iカティステイツクスイミンク 少 年 女 子 □C ◎ 1 別府市 3J府市営青山プール 司左

競  技  名 種別‐部 種目

7月

九州
代表数

会 場 地
市 町 村 競技会場 練習会場

‐Ｏ
⑪

「
似 ‐２

山
‐３
∩

“
０

体操

男子
トランポリン

ロ 〇 ◎ 3
大分市

サイクルショップコダマ大洲アリーナ
Xインアリーナ 司左

女 子 E 〇 ◎ 3

少年女子 新  体  操 ロ ○ ◎ ◎ 大分市
けイクルショップコダマ大洲アリーナ
Xインアリーナ

人分県身体障吾者僑祉センター
麻育室

競  技  名 種別 種目

7月

九州
代表数

会 場 地
市 町 村 競掠会場 練習会場

‐２
ｍ

‐３
∩

‐４
０

Ъ
ω

‐６
０

‐７
⑪

テニス
成 年 男 子 □ O ◎ ◎ 5

大分市 大分スポーツ公園 レノ`ナックテニスコート 司左
成 年 女 子 □ ○ ◎ ◎ S

ローイング

成年男子
舵手つきフオア □ 〇 ◎ ◎ △ 2

蕉本県
菊池市

痛池市斑蛇口湖 ボート場 同左

シング
'レ

スカ,レ □ O ◎ ◎ △ 3

成年女子

舵手つきクォドルプリレ □ 〇 ◎ ◎ △ 3

ダブルスカル □ ○ ◎ ◎ △ 2

シングルスカ,レ □ O ◎ ◎ △ 3

少年男子

舵手つきクオドルプル □ O ◎ ◎ △ 2

ダブルスカル □ ○ ◎ ◎ △ 3

シング
'レ

スカル □ ○ ◎ ◎ △ 2

少年女子

舵手つきクォドルプル ロ ○ ◎ ◎ △ 3

ダ〕レスカル □ ○ ◎ ◎ △ 1

シングルスカル □ ○ ◎ ◎ △ 2

体操

成年男子

競 技

□ ○ ◎ 2

大分市
サイクルショップロダマ大洲1アリーナ
Xインアリーナ 同左

成年女子 口 O ◎ 1

少年男子 □ O ◎ 4

少年女子 □ ○ ◎ 4

諭

成 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ △ 12

整後大野市
豊後大鰤市営
二重総合グラウンドニ重馬術場

同左成 年 女 子 □ O ◎ ◎ △ 10

少 年 □ 〇 ◎ ◎ △ 13

スポーツクライミング

成 年 女 子 □ ◎ ◎ △ 3

大分市
けイクルショップ]ダマ大洲アリーナ
ユ宮内ボルダリング場
クライミングウオーリレ

同左少 年 男 子 □ ◎ ◎ △ 3

少 年 女 子 □ ◎ ◎ △ 3

カヌー スプリント

成年男子
カヤックシングツレ □ 〇 ③ △ 4

豊後高田市
豊後高田市
真玉8&G海洋センターカヌー場

同左

カナディアンシングル □ O ◎ △ 4

成年女子
カヤツク・ノングリレ □ O ◎ △ 3

カナディアツシングル □ ○ ◎ △ 1

少年男子

カヤックシングル □ ○ ◎ △ 4

カヤックペア □ ○ ◎ △ 2

カナディアンシングル 口 ○ ◎ △ 4

カナディアンペア □ O ◎ △ 2

少年女子

カヤックシングル □ O ◎ △ 4

カヤツクペア 日 O ◎ △ 2

カヤックフォア □ ○ ◎ △ 2

空手遺

成 年 男 子 □O ◎ 3

大分市
大分スポーツ公園
レヴナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン拶技場

大分スポーツ公園
レゾナック武適スポーツセンター
レゾナック武道場

成 年 女 子 □○ ◎ 3

少 年 男 子 □O ◎ 2

少 年 女 子 □O ◎

ボウリング

成 年 男 子 □O ◎ ◎ 5

大分市 08Sボク,レ 同左
成 年 女 子 □ O ◎ ◎ 4

少 年 男 子 □O ◎ ◎ 4

少 年 女 子 □〇 ◎ ◎ 3

劫 レフ 少 年 男 子 ○ ◎ 5 大分市 大分富士見カントリー域楽部 同左

競   技  名 種別・種目

8月
九州

代表数
会 場 地
市 町 村 競技会場 練習会場８

火
９
水 ‐０

∩
１‐
倫 ‐２

ω
憎
働

オ転 ,k球
少 年 男 子 □C ◎ ◎ 3

大分市 大分県立大分商業高等学校 プール 大分県立大分舞鶴高等学校 プール
女     子 ○ ◎ ◎ 1

-1-
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令和5年度国民体育大会第43回九州ブロツク大会

秋季大会 日程及び会場一覧

競  技   名 種別 種目

8月

九州1

ft技数 会 場 地 競技会場 株習会場
‐６
山

‐７
∩

‐８
６

‐９
０

２。
∩

２‐
偶

サッカー

成 年 男 子 □○ ◎ ◎ 2 別府市 SJ府市営実相寺サッカー競技場南

少 年 男 子 日○ ◎ ◎ ◎ 3 大分市
大分スポーツ公園 レ`ノナックグラウンド
レヴナックサッカ…・ラグビー場AB 人分県サッカー協会人工芝グラウンド

少 年 女 子 □○ ◎ ◎ ◎ 3 中津市 =光
総合運動公園多目的広場

来添穏動公園夭然す・人工才グラウンド
海ふれあい広場
添運動公国人工芝グラウンド

バスケットボール

成 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ 2

中漸
ダイAツ九州アリーサ
メインアリーナ サヴアリーナ 司左成 年 女 子 □ ○ ◎ ◎ 2

少 年 男 子 □ ① ◎ ◎ 4

少 年 女 子 ロ ○ ◎ ◎ 4 中浄市 大分県立中津南高等学校 体育館 司左

ウエイトリフティング 成 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ 宇佐市 三和酒類スポーツセンター
司左
※九州代表数は、1位から5位までの
果に2名ずう

′ヽンドポーツレ

成 年 男 子 日 ○ ◎ ◎ 2

大分市

]ンパルホール 体育室 司左

成 年 女 子 ロ ○ ◎ ◎ 3 司左

少 年 男 子 ロ O ◎ ◎ 3 大分県立大分雄城台高等学校 体青館 同左

少 年 女 子 ロ ○ ◎ ◎
人分県立人分踊崎局等字薇

多目的競技場
同左

ツフトテ三ス

成 年 男 子 □ O ◎ ◎ △ 2

大分市 大分スポーツ公園 レゾナックテニスコート 同左少 年 男 子 ロ O ◎ ◎ △ 3

少 年 女 子 □ 〇 ◎ ◎ △ 4

卓球

成 年 女 子 □ O ◎ ◎ 3

購に市 梓築市文化体育館 アリーナ 件集B&G海洋センター体育縮少 年 男 子 □○ ◎ ◎ 2

少 年 女 子 回 C ◎ ◎ 6

軟式野球 成 年 男 子 □(D ◎ ◎ △ S
大分市 大洲総合運動公固1別大興慶スタジアム 大洲総合運動公園 軟式野球場

別府市 BJ府市民球場 居J府市営実4目寺球場

フエンシング

成 年 女 子 □C ◎ ◎ 3

日田市 日田市総合体育館 体育室 同左少 年 男 子 □C ◎ ◎ 2

少 年 女 子 □C ◎ ◎ 2

柔道

成 年 男 子 □C ◎ 3
大分市

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レヴナック鵡女 子 □ C ◎ 4

ツフトボール

成 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ △ 2

竹田市

竹田丸福スタツアム

竹田市立竹田中学 l交グラウンド
竹田市立竹田南部中学校グラウンド
竹田市立竹田小学校グラウンド
竹田市立帥 い学校グラウンド
竹田市立荻小学校グラウンド

成 年 女 子 □ ○ ◎ ◎ △ 1 !守 田丸福多目的広場B

少 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ △ 2 V国市飛田川野球賜

少 年 女 子 ロ ○ ◎ ◎ △ 2 打口丸福多目的広場A

弓道

成 年 男 子 □O ○ ◎ ◎ 3

大分市 大洲総合運動公園 弓迫場 同左

成 年 女 子 □O ○ ◎ ◎ 3

少 年 ダ,子 □O ○ ◎ ◎

少 年 女 子 □ O O ◎ ◎ 2

ライフル射撃

成年男子

FR3P ○ ◎ 3

由布市 大分県立庄内屋内競技場 同左

FR60PR ○ ◎ 4

AP60 ○ ◎ 3

成年女子

R3P ○ ◎ 4

AR60W ○ ◎ 4

AP60W ○ ◎ 4

少年男子

AR60」 ○ ◎ 5

BR60」 ○ ◎ 4

BP60」 ○ ◎ 3

少年女子

AR60W」 ○ ◎ 5

BP60VVJ ○ ◎ 3

剣遭

成 年 女 子 □ O ◎ 3

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武適スポーツセンター
レゾナツクメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場

少 年 男 子 □O ◎ 3

少 年 女 子 □O ◎ 3
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競  技  名 種別 種目

8月

九州
イt表数 会 場 地 競技会場 練習会場

‐６
ｍ

‐７
∩

‐８
０

‐９
ω

２。
⑪

２‐
偏

アーチェリー

成 年 男 子 ロ 〇 ◎ 2

由柿
由布市湯布院スポーツセンター
第 競技場 同左

成 年 女 子 □ 〇 ◎ 2

少 年 男 子 □ ○ ◎ 3

少 年 女 子 □ ○ ◎ 3

銃剣遺 少 年 男 子 □O ◎ 2 別府市 別府市民体育館 アリーケ 同左

なきなた 少 年 女 子 □○ ◎ S 大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スボーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポとツ公園
レⅢノサック武適スポーツセンター
レヴナック輯

競  技   名 種別 種目

8月

九州l

代表数
会 場 地 競技会場 練習会場

２０
⑪

加
偶 ２２

∽
２３
ｍ

２４
∩

必
０

ボクシング

成 年 男 子 □○ ◎ ◎ ◎ 4

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武適スポーツセンター
レゾナックメイン鏡技場

同左成 年 女 子 回○ ◎ ◎ ◎ 2

少 年 男 子 回O ◎ ◎ ◎ 4

競  技   名 種別 種目

3月

九州
代表数

会 場 地 競技会場 練習会場
２３
日

２４
∩

お
⑥

２６
ω

２７
９

２８
∩

バレーボール

成 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ 2 大分市
サイクルショツフコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ 同左

成 年 女 子 □ ○ ◎ ◎ 2 杵、業市 杵築市文化体育館 アリーナ 昨築B&G海岸センター体膏鑢

少 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ 4
大分市

大分スポーツ公園
レゾナック武遭スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分県立鶴崎工業高等学校 体育館
少 年 女 子 □ ○ ◎ ◎ 4

′(ドミントン

成 年 男 子 □○ ◎ ◎ S

中津市
ダイAツ九州アリーナ
メインアリーナ サブフリーナ 司左成 年 女 子 □○ ◎ ◎

少 年 男 子 □○ ◎ ◎ 2

ラグビーフットボール

成 年 男 子 :コ ○ ◎ ○ ◎ 3

由柿
由布市場布院スポーツセンター
人工芝競技場

白柿 湯布院スポーツセンター女     子 □ ○ ◎ ○ ◎ 3

少 年 男 子 □ ○ ◎ ○ ◎ 3

ホッケー

成 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ ◎ 1

玖珠町

九重町

メルヘンの森スポーツ公園ホツケー場・
玖珠町総合運動公園陸上競技場

九重町活きいきランド多目的グラウンド
(九重町立ここのえ緑腸中学校)

同左

同左

成 年 女 子 □ ○ ◎ ◎ ◎ 1

少 年 男 子 □ ○ ◎ ◎ ◎ 司

少 年 女 子 □ O ◎ ◎ ◎ 1

令和5年度国民体育大会第43回九州ブロック大会

冬季大会 日程及び会場一覧

令和5年 12月 2日 (土 )～ 12月 3日 (日 ) (続 技日⑥ 練習日〇 予備日△ )

競  技   名 種別 種目

11月 12月 九
州
代
表
数

会 場 地 競技会場 練習会場
２９
い

３。
ｍ

１

金
２
土 )

アイスホッケー
成 年 男 子 ○ ◎ ◎ 4

彊隅暴 福岡県立総合プール スケートリンク 同左
少 年 男 子 ○ ◎ ◎ 1+(1)
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令和5年 6月定例県議会の概要について

令 和 5年 7月





概 要 「一般質問」での教育委員会関係の主な質疑応答

近藤 智昭  議員

◇離島振興にういて

(1)学校教育におけるICTの利活用について

① 「離島半島を含めて長崎県全体で教育の ICT化を推進するにあたつて、どの

ような取組を展開してきたのか。そして、今後、 ICTを 活用した教育をどの

ように進めていくのか。

(教育長答弁 )

ICTを活用 して、子供たち一人一人が、情報活用能力を身に付け、自分の能力や

特性に応 じた学びを進めるためには、まず、指導に当たる教員が授業の中で端末を活

用する意識を高めヽそのスキルアップを図ることが重要であると考え、指導力の向上

に重点を置いた取組を行つてきたところです。

具体的には、研修会の実施や各種協議会の開催、学習支援サイ トの構築等により、

端末の基本的な使い方や、実際の授業での活用方法等を共有してきたところであり、

今後は、学力向上に効果が期待できる実践例等を基にして、さらに授業と子供たちの

学びの充実を図うてまいります。

また、離島半島地域の小規模校においては、単独の学校では授業の中で子供同士が

お互いに学ぶ機会が限られるため、 ICTを 活用 し学校を超えてつながり、学び合 う

取組も展開してきました。

今後につきましては、令和 7年度に大村市にあります県教育センター内に「遠隔教

育センター」を開設 し、小規模校への授業配信を行 うなど、地理的制約を受けない

ICTの利点を生かした長崎ならではの学びに一層力を入れてまい りたいと考えてお

ります。

大場 博文 議員

◇教育行政について

(1)小 中学校の給食費の無償化について

。小中学校の給食費の無償化についての県の考えは。また、給食費の無償化を国

の制度として倉J設するよう、国に対し働きかけをお願いしたいが、県としての

考えは。

(教育長答弁 )

学校給食は、学校給食法に基づき、設置者 と保護者の経費負担により実施されるも

ので、給食費の無償化については、各市町において判断されるものであり、また、県

令不□5年 6月定例県議会の概要について
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が市町に対 して支援を行 うことについては、本県の厳 しい財政状況を踏まえると困難

であると考えています。

一方、国では、一昨日「こども未来戦略方針」が示され、子育てに係る経済的負担

を軽減するため、学校給食費の無償化の実現に向けて実態調査した上で、課題の整理

を行い、具体的方策を検討するとしています。

また、全国知事会においても、国に射し、少子化の進行等の社会情勢が変化する

中、国全体として学校給食費の負担の在り方を抜本的に整理した上で、国の責任で財

源を含め、具体的な施策を示すよう、要望が検討されているところであります。

(2)県立学校等の存続、充実のための支援について        :
。「県立高校の魅力化や特色ある取組についてどのように考えているのか。

(教育長答弁)

少子化の進行に伴い、離島半島地域の県立高校では小規模化が進んでおり、学校の枠

を超えて地域資源を活用した特色ある学びを実践するなど、中学生にとつて魅力ある

高校づくりに努めていく必要があると考えています。

その一例として、昨年度、島原市内の県立学校 5校が市や商工会議所等の協力のもと

高校生カフェをオープンし、地元の食材を使つた手作リケーキや島原茶の提供などを通

して、市民の方々に生徒達の日頃の学習の成果や活躍を間近に見ていただく機会となり

ました。

この取組を先行事例として、今年度から、地元の市町や産業界などと一体となって、

魅力ある学校 と地域づくりを目指す 「高校 。地域連携イキイキ活性化事業」に新たに

取り組んでおり、その一環として、島原市では、多くの市民が集 う「島原城大手門

市」の企画 。運営に高校生が主体的に関わり、学校での学びを地域で実践していくこ

とを計画しております。

本事業を通して、高校生が学校だけでなく、地域も学びのフィール ドとして、人と触

れ合い、産業を学びながら、ふるさとへの想いを育むとともに、進路実現にもつながる

コミュニケーションカや課題解決力を磨きあげることができるよう、教育環境を充実さ

せることで、魅力ある学校づくりに努めてまいります。

山田 朋子 議員

◇教育行政について

(1)AIド ヅル等のサービスの導入について

。「学習データ活用による個別最適な学びの推進事業」の取組概要と、次年度以降

サービスの利用を継続する場合の費用負担についてお尋ねしたい。
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(教育長答弁 )

本事業は、県立高校が、AIド リルの実証研究として導入 しているもので、 18の

指定校が 11の教材を使用することとしてお ります。

来年度以降、AIド ヅルを導入する場合には、教科書や参考書 と同様、利用料金は

保護者負担が基本となるものと考えてお ります。

(2)休 日の部活動の地域移行について

。新たに地域移行することにより保護者負担が生じている。今年、新たに6箇所で

実施するモデル事業では、各地区において、保護者負担がないよう取組をお願い

したい。

(教育長答弁 )

各市町においていろいろ工夫しながら、できるだけ負担が生じないよう取 り組みた

いと聞いておりますと

千住 良治 議員

◇県内の人材育成 。人材確保について

(1)産業人材の育成・確保について

①各市町における企業誘致に伴 う県立高校の産業人材の育成について

。今後の県立学校における産業人材の育成については、どのように考えているの

か 。

(教育長答弁 )

現在、産業人材の育成については、産業界と連携 し、インターンシップや先端技術

を活用した実習を行つたり、教員を先端企業に派遣したりすることで、地域の産業の

動向にも対応 した教育の充実に努めているところです。

そのため、産業労働部や産業界等と今後よリー層連携を深めながら、例えば半導体

製造に関わる技術者を養成するために、工業高校において、半導体の基礎から応用、

製造方法までを総合的に学習できる新たな科目の開設を検討するなど、時代のニーズ

に即した人イオの育成に努めてまいります。

(2)教員の育成・確保について

①教員の魅カアップヘの取 り組みについて

。採用試験倍率の改善を目指すに当たり、教師のイメージアップを意識した取組

が必要だと考えるが、どのような取組を考えているか。
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(教育長答弁)

教員採用試験の志願倍率が低迷している中にありまして、多忙な教員の魅カアンプ

を図るために、今年度から「夏休み充電宣言」に取り組んでまいります。

この取組は、夏休み中における「年体取得促進」と「教員自身が主体的に取り組む

研修」を柱としており、現在活用されていない「承認研修」に着日し、全国に先駆け

て自分磨きにつながる幅広い研修の受講を可能とするものであります。

教員が長期の体業期間を活用して、心身の体養を図り、自ら希望する研修を通して

自分を磨き、しっかり充電したあとに生き生きと授業に取り組むことは、子供たちの

成長に還元できるだけでなく、長崎で教員になりたいと希望する人を増やすことにも

つながっていくと考えております。

②教員確保における人材の掘り起しについて

。教員の確保については、長崎県においても深刻な状況であり、人材の掘り起こ

しを行う必要があると思うが、今後どのような取組を行つていくのか。

(教育長答弁 )

教員免許更新制度が昨年 7月 に廃上 され、免許が失効 した方でも簡単に再取得がで

きるようになったことを好機 ととらえ、スマ‐ トフォンなどから簡単に登録できる

「学校スタンフマッチングシステム」を今年度新たに構築することとしております。

併せて、登録 された方に対 しては、不安があると思いますので、学校に勤める前に

ポーパーテイーチャーセミナーを実施するなど、教壇に立つことへの不安や、悩みに

寄 り添 うサポー ト体制の整備を進め、人材を掘 り起こし、教員の確保に努めてまい り

ます。

◇部活動の地域移行について

(1)県内の現状と今後の動きについて

①各市町の取 り組み現状について

。本県における、部活動の地域移行の現状はどのようになっているのか。

(教育長答弁)

部活動の地域移行については、現在、全市町において学校、保護者、指導者等から

構成される協議会等が設置され、地域の実情に応 じた具体的な取組内容の検討が進め

られているところです。

今年度、運動部では長崎市、大村市、長与町、川棚町、波佐見町が、文化部では新

上五島町が国の指定を受け、実施主体の構築や人材確保の在 り方など、円滑な地域移

行に向けた実証事業に取り組むこととしております。

イ
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②人材確保について

。地域移行の全国的な課題として、指導者の確保が挙げられているが、本県におけ

る人材確保の取組はどのように考えているのか。

(教育長答弁 )

肖滑に部活動の地域移行を進めていくためには、指導者が安定的に確保されること

が極めて重要だと考えておりますと

このため、今年度、退職教職員や大学生、保護者の皆様などご協力いただける指導

者をリス ト化 し、市町や地域クラブ等へ情報を提供できるシステムの構築に取り組む

こととしております。

③指導者が安心して指導できる体制づくりについて

。指導者を確保するためにはヽ指導者が安心して指導ができるような体制づくりが

特に重要だと考えるが、県の考えは。

(教育長答弁 )

地域クラブは、学校管理下で行 う学校部活動 と異なり、参加者の会費等で運営さ

れ、活動にあたつては実施計画を作成 し、さらに トラブルや事故への対応などの管理

責任を明確にした うえで、保護者の理解 と多くの関係者の連携協働により行われるも

のであると考えております。

そのため、今後、市町が地域移行を進める中で、適切な管理運営ができる地域クラ

ブの整備を促進することが、指導者が安心して指導できる体制づくりにもつながりま

すので、県としても、市町の協議会に積極的に参画し、指導助言をするなど、しつか

りとフォロ‐アップを行つてまい りたいと考えてお ります。

④学校施設使用について

。地域移行に伴い、公共スポーツ施設の利用団体の増加が考えられることから、地

域クラブ等が学校施設を利用 しやすい環境が必要であると考えるが、県の方針

′ま。   `

(教育長答弁 )

昨年 12月 に国において策定された「総合的なガイ ドライン」において、地域移行

を進めるために学校施設の活用や低廉な利用料の設定など、地域クラブ等が利用しや

すい環境づくりに取り組むよう示されたところであり、本県においても、今年 3月 に

同様の方針を策定したところです。

今後、地域クラブ等が活動拠点を確保できるよう、学校施設の開放に向けて、市町に

対し働きかけを行ってまいりたいと考えております。
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坂口 慎― 議員

◇教育行政について

(1)県内の空調設備設置状況にっいて

①県内公立学校の空調設置率は、全国と比べるとどのような状況か。

(教育長答弁 )

県内公立学校の空調の設置状況でございますが、普通教室については、ほぼ全ての

学校に設置されてお りますが、理科室等の特別教室の設置率は小中学校で 48パ‐セ

ン ト、高等学校で42パーセン ト、特別支援学校で 71.6パ ーセン トと全校種にお

いて、議員から紹介のあっ,た全国平均を下回つている状況です。

②特別教室の空調設置率が低い市町に対して、県としてどう対応していくのか。

(教育長答弁)

特別教室への空調設置につきましては、設置経費や維持管理費など、多大な財政負

担を伴 うことから、各市町がそれぞれの実情に応 じて、校舎の老朽化射策などを含

め、整備の優先順位を総合的に判断されているものと考えております。

ただいまご指摘がありましたように、本県の設置率が非常に低いという状況を踏ま

えまして、県としましても、空調設置に関する各市町からの相談には丁寧に対応する

とともに、特に設置率の低い市町に対しては、引き続き国の補助制度や他の自治体の

状況等について、情報提供を行いながら、整備に向けて働きかけを行らてまいりま

す。

◇地域振興について

(1)地域伝統芸能の継承について

①地域の伝統芸能に関する調査について

・地域の伝統芸能に関する調査について、どのような結果が得られたのかお尋ね

したい。

(教育長答弁 )

昨年度実施した地域の伝統芸能に関する調査では、県内全ての市町が、地域の伝統芸

能を有し、文化財指定のもの、未指定のものを合わせて351団体が、各地域において

活動しております。

また、各市町における地域の伝統芸能への支援については、 16の市町に制度があ

り、道具の修理等を含む活動費補助、後継者育成補助などの支援を行うております。

一方で、伝統芸能を継承する上での課題としましては、今後、少子高齢化や過疎化

が進む中で、担い手の確保などが挙げられております。
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②継承に向けた今後の取組について

。例えば、映像、音声など、様々なメディアに記録保存していく方法もあると考

えるが、県の見解を伺いたい。

(教育長答弁 )

担い手不足等で継承が困難な伝統芸能については、誕生した背景や歴史とともに、

その活動状況や技術などを映像などで記録保存することや、その記録を学校教育など

様々な場面において活用 していくことは意義があると考えておりますので、そのよう

な取組を市町等に働きかけてまい りたいと考えてお ります。

中村 俊介 議員

◇子育てしやすいまちづくり

(1)地域で子どもを育てる環境づくり

。地域で子どもを育てる環境づくりについて、県はどのように考えているのか、ま

`た どのような取組を進めているのか。

(教育長答弁)

学校、家庭、地域が相互に繋がり、豊かな出会いや体験を通じ、地域全体で子供た

ちを育む環境づくりを進めることは重要であり、その中核をなす取組として、増域学

―校協働活動を推進しているところです。

この活動は、学校が自治会や公民館などの多様な団体と繋がり、各々ができること

や強みを活かしながら、通学時の見守 りや放課後の学習支援、あるいは地域の伝統行

事等に取 り組むことで、子供たちを豊かに育む環境づくりを推進 してお ります。

この取組をさらに活性化させるために、引き続き各種研修会を通 じまして、優れた

実践事例の共有を図 りますとともに、学校 と地域をつなぐパイプ役として活動を支え

るコ,―デイネーターの育成にも努めてまい ります。

(2)教員の働き方改革について

。教員の多忙 さの実態や働き方改革の必要性をこれまでどのように保護者に周知

してきたのか、また、働き方改革を今後どのように進めていくのか。

(教育長答弁)

これまで、様々なPTA組織と情報共有や意見交換を重ね、教員の多忙さについて

理解を図るとともに、保護者向け広報誌を活用して、学校の働き方改革の必要性を広

く発信 してまいりました。

今後は、7月 下旬に、有識者や民間企業の方からなる「教職の魅力化作戦会議」を

新たに立ち上げ、学校現場における業務の実態を診断・分析 していただくとともに、
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教職の魅力発信や人材確保等の在 り方についても提言いただき、教員が働きがいを感

じられるような、実効性のある施策につなげてまいります。

(3)ICTを 活用した家庭における負担軽減

。整備された ICT環境を活用して家庭における負担を軽減するために、どのよう

な取組を行つていくのか。   :

(教育長答弁)

端末を家庭に持ち帰つて学習に使用するなどの取組も増えている中、保護者との連

絡用ツール等としての活用の場も広がっており、例えば、端末を使った欠席連絡や学

校からの文書配信、或いはオンラインによる面談などに活用する学校も見られます。

これらの事例は家庭の負担軽減につながることかぢ(県及び市町の教育委員会や学

校長からなる協議会で、積極的に活用例を情報提供するとともに、県のGIGAス ク

=ル
推進サイ トで発信することで、各学校の具体的な実践がさらに広がっていくよう

努めてまいります。

(4)学校給食における地産地消の推進について

学校給食での地産地消の状況はどのようになっているのか

(教育長答弁 )

県教育委員会では、年 2回、地域の食材を重点的に使用する「地場産物使用推進週

間」を設定してお り、この間、各市町においては、地場産物を使用 した郷土色豊かな

学校給食の実施だけでなく、地域の生産者 と連携 した農業・漁業体験学習や調理講習

会などが行iわれてお ります。

このような取組により、期間を定めて行った令和 4年度の調査結果では、県内産物

の使用割合が 75.5パ ーセン トとなり、この 10年で約 5ポイン ト上昇 していま

す 。

今後とも、地産地消による学校給食を「生きた教材」として食育の充実を図るとと

もに、県内食材の積極的な使用に努めてまいります。

(5)い じめや不登校への対応について

。いじめや不登校の未然防止、さらに不登校児童生徒への支援について、どのよう

に取組を進めていくのか。

(教育長答弁)

いじめや不登校を未然に防止するには、子供たちが抱える悩みを早期に把握 し、支
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援に繋げていくことが重要であるため、本年度から、スクールヵゥンセラーの配置

方法を見直 し、全ての小中学校で日常的に相談できるようにするなど、教育相談体制

の充実に努めています。

また、不登校児童生徒への支援については、昨年度、新たに作成 した教職員向けの

ガイ ドラインを全ての学校に配布 してお りますき さらに今年度から、美術館など民間

施設 と連携 し、様々な体験活動を通 して子供たちの社会的自立を支援する新たな取組

を始めたところです。

引き続き、悩みを抱える子供たちに寄 り添いながら、いじめの未然防止や不登校児

童生徒への支援に全力で取り組んでまいります。

白,II鮎美 議員

◇ジェンダー平等の推進について

(1)教育分野におけるジェンダー平等の現状とその取組について

・教育現場の管理職に女性が少ない理由と、今後の登用に向けた取組を聞きた

い 。

(教育長答弁 )

これまでに実施した教職員へのアンケー ト調査から、女性管理職が少ない理由に

は、教頭職の多忙さや多岐にわたる業務遂行への不安があることが分かりました。

このため、学校運営を俯,敢する役割を担 う教務主任や研究主任等に女性を積極的に

起用することを各校長八呼びかけ、管理職登用までにスモールステップを踏ませるこ

とにより、組織マネジメントに対して自信が持てるよう配慮しているところですと

併せて、今年度は多忙であります教頭職の働き方改革に焦サ点を当てヽ様々な業務が

教頭に集中している現状の改善を図うてまいります。

◇離島留学制度について

① 「これからの離島留学検討委員会」の役割、進キ′夕、計画について

・県教育委員会が4月 20日 に「これからの離島留学検討委員会」を設置した

が、その役割と進捗状況、今後の予定は。

(教育長答弁)

壱岐高校の離島留学生が亡くなられたことをしつかりと受け止め、今回、現行制度

を総括的に検証し、生徒の皆さんが安心した生活を送れるとともに、制度が持続可能

なものになるよう、今回、検討委員会を開催したところであります。

現在、対馬市、壱岐市、五島市の各検討部会において、離島留学生やその保護者等

を対象にしたアンケー ト調査の結果などをもとに協議を行つており、今後、検討委員
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会において、8月 末を目途に今回の事案の検証結果と制度の改善策のとりまとめを行

う予定としております。

②離島留学に関するアンケー ト調査の結果について    :
′・離島留学生などの当事者が感じる課題を抽出するために実施 したアンケエ ト結

果の内容をどのように捉えているのか。

(教育長答弁)

アンケー ト結果をみると、各校の教育内容については概ね高い評価を受けているこ

とや、本制度が教員や里親の方々による細やかな配慮や献身的なサポー トの上に運用

されている実態について改めて認識いたしました。

一方で、食事や住居環境、相談体制などの面で様々な課題が寄せられており、今

後、制度の改善や充実に向けて取り組んでいく必要性を強く実感したところです。

③県が配置している留学支援員の役割について

。離島留学を実施している対馬市、壱岐市、三島市のそれぞれに離島留学支援員

を配置している。支援員は留学生の学校外の生活をサポー トする役割として生

徒の立場に立って学校・里親 。実親との連携を担 うべきであると考えるが、現

状として十分に対応できているのか。支援員の要件と役割について伺いたい。

(教育長答弁)

離島留学支援員については、資格要件は特にありませんが、生徒との面談や里親宅

の訪問だけでなく、地域との連携や広報活動など幅広い業務を担っていただいている

ところであります。

今回の検討部会では「支援員にもつと生徒や里親に寄り「添う時間を与えることが重

要である」とか、 「生徒のSOSをキャッチするためには、専門家なども交えた体制

の構築が必要である」とのご意見もいただいてお りヽ こうした点も踏まえながら、今

後、支援員の業務の見直しや分厚い支援体制の構築について検討してまいりたいと考

えております。

④里規制度の在 り方について

。里親のアンケー ト結果では、留学生の対応に戸惑うことや、学校や保護者との

連携不足などを指摘する声もあることから、里親が安1い して子どもを受け入れ

ることができる環境整備が必要である。また、児童福祉法上の里親とは異なる

点なども含めて里親制度の在 り方を見直す必要があるのではないか。
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(教育長答弁)

本来、離島留学制度における里親は、実親に代わつて養育する児童福祉法上の里親

とは異なることから、担 うべき役割や支援体制、或いは 「里親」という呼び方も含め

て、検討委員会の中で幅広く議論していただくこととしております。

⑤転校・退学者の現状とその対策について

。「これからの離島留学検討委員会」第 1回の会議の中で、離島留学生の状況と

して転退学者数を報告していたが、離島留学生の 2割以上の生徒が転退学する

状況についてどのように捉えて、今後、どのような対策を検討していくのか。

(教育長答弁)

様々な事情を抱えながら親元を離れ、新しい環境の下で高校生活をスター トさせた

にも関わらず、学校内で集団に適応することが難 しくなったなどの理由により転退学

する生徒がいることから、カウンセリングなど、支援体制の一層の強化が重要である

と考えています。

一方で、本制度は、各校の特色に応 じて、高い目的意識と意欲を持った生徒が入学

してくることを前提としているため、生徒と保護者が離島留学の趣旨や、親元を離れ

て生活することの大変さなども事前に十分理解 したうえで入学していただけるよう―

今後、体験入学時の個別の進学相談を充実させてまいります。

⑥知事に今回の壱岐事案と今後の離島留学制度に対する見解を伺いたい。

(知事答弁 )

前途ある若者の尊しヽ命が失われたことを大変重 く受け止めてお り、その背景に何が

あったのかを検証するとともに、改めて離島留学制度の運営上の課題について、現行

制度を総括的に検証する必要があると思います。

本県のしまには特有の豊かな自然や歴史 。文化、そして、人の温かさがあふれてお

り、離島留学生には、そのような環境の中で安心 して充実 した学校生活を送ってほし

いと考えてお ります。

そのためには学校や里親だけでなく、保護者や地域を巻き込みながら、留学生を見

守る体制を整備 し、より魅力的で持続可能な制度 となるよう改善を図うていく必要が

あると考えてお ります。

大久保 堅太 議員

◇教育行政について

(1)県立高校の存続 と魅力化について

。少子化が進行する中で、高校が存続 していくためには、学校の魅力化が必要で

あると考える。今後の県立高校の在 り方や方向性をお尋ねしたい。

工
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(教育長答弁)

少子化の進行により、離島半島地域の県立高校では小規模化が進んでおり、学校を

維持できなくなれば、引いてはその地域の活力の低下につながるのではないかと危惧

しております。

そこで、今年度から、地元市町と連携 し、魅力ある高校の学びの創出と地域の活性

化を連動させた新たな取組を実施することとしており、「地域を担う子供達は地域で

育てる」という気運を醸成していきたいと考えております。

また、令和 7年度に予定している遠隔教育センターの開設により、小規模高校の学

びの充実を図つてまいりますが、これらの取組を通じて子供達にとつて地元の高校で

学ぶことが選択肢の一つとなるよう、魅力ある学校づくりに努めてまいります。

(2)ながさきモデルの充実について

①離島留学制度は、いわゆる教育版ながさきモデルであると考えており、一層の

充実を願つている。改めて離島留学制度の特徴を伺いたいさ

(教育長答弁)

離島留学制度では、県立高校 5校に語学やスポーツなど特色ある学科やコースを設

置しており、その学びに魅力を感じ、目的意識の高い生徒たちが県内外から集い、本

県のしまならではの豊かな自然や文化の中で互いに切磋琢磨し、様々な体験を通して

成長 していけるような学びの環境を提供しています。

現在、壱岐での事案を受け、今後の制度の在 り方を検討しているところであり、家族

の元を離れて来た生徒たちが、安心して学校生活を送ることができ、しまの中で友人や

里親、また島民とのぬくもりのある交流を通して成長していけるような制度の改善に努

めてまいります。

②離島留学制度の他に、長崎県を支える人材育成の視点から、長崎県の特徴的な

取組、いわゆるながさきモデルとしてどのようなものがあるのか。

(教育長答弁)

予測困難な時代を生きる生徒たちに必要な資質や能力は、自ら考え、行動し、他者と

協働 しながら解決策を導いていく探究力であり、新たな価値を創造しようとするチャレ

ンジ精神や発想力ではないかと考えています。

そのような生徒を育成するために、今年度から新たに県立高校 5校に「文理探究科」

を設置し、生徒が自らの問題意識を基に課題を設定し、解決策を導き出していく探究型

学習に取り組んでいます。

また、約半年間にわたり、スター トアップ企業の経営者などとの対話を重ね、ビジネ

スプランを生徒自身が練り上げていくプロセスを通して起業家精神を育んでいく「アン

トレプレナーシンプゼミ」なども実施 しているところであります。
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畑島 晃貴 議員

◇教育について

(1)県立高校の役割と魅力強化に向けた取組について

。選ばれる県立高校をめざすためには、地域と連携 し、特色ある学校作りを進め

るべきと考えるが、県としての取組を伺いたい。

(教育長答弁)

現在、国の中央教育審議会の特別部会において「高等学校の在 り方」について議論

が行われており、その中で、高校を持続的な地方創生の核として位置づけ、地域資源

を活用した県と市町との協働による魅力ある学校づくりについてもテーマとなってい

るところです。

こうした国の動きも踏まえ、全国に先駆けて、今年度から、市町と連携 して、高校

の魅力化と地域の活性化を一体的に進めていくこととしており、この取組の中で、人

や産業など地域の資源を活用したその高校ならではの学びについて、外部の知見者や

地元の事業者等も交えながら議論を深め、将来を見据えた魅力ある高校づくりに努め

てまいります。 ,

(2)遠隔教育の活用について

。特に、離島半島地域の県立高校においては、遠隔技術を活用することは効果的

と考えるが、設置を予定している長崎県遠隔教育センター (仮称)の狙いを伺

いたい。

(教育長答弁)

遠隔教育センターにうきましては、全国で 3番 目となる ICTを活用した新たな学

びの拠点として、令和 7年 4月 に大村市の県教育センター内に開設予定としており、

今年度から本格的な準備を進めているところです。

遠隔教育センターでは、教員数が限られている離島半島部の小規模高校に対して、

学校単独では授業の開設が難しい科目等を配信することにより、生徒たちの学びの充

実を図つてまいります。

また、授業配信にとどまらない先進的な取組として、大学・企業等と連携した探究

的な学び、進学や就職などの進路希望に応じた講座、海外の学校等と結んだ国際交流

など、外部機関とも連携 しながら、多様な学びを提供するよう計画しております。

このような ICTの活用を通じて、これまで学校だけではできなかつた幅広く豊か

な学びを実現し、今後の予測困難な時代において、広い視野を持って主体的に人生を

切 り拓くことのできる生徒の育成を図つてまいりたいと考えています。
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本多 泰邦 議員

◇教育行政  ‐

(1)不登校児童生徒対策について

①令和 5年度から新たに実施している不登校児童生徒支援事業にっいて、進捗状

況はどうなっているのか。

(教育長答弁)

この事業は、美術館や博物館での作品鑑賞や、自然の家など青少年教育施設での自

然体験てさらに地元プロスポーツチームとの交流など、子供たちが 「行つてみよう」

と思える学校以外の「学びの場」を提供し、自己肯定感や自己有用感を育みながら、

未来に向けて一歩を踏み出すきつかけを作つていこうとするものです。

現在の状況としては、県は関係施設と連携し13のプログラムを準備したところで

あり、実施主体となる市町は、長崎市(佐世保市を含む 10市町が、県のプログラム

を活用したり、市町独自のメニューを実施することとしております。

今後も引き続き、子供たちの自発的な行動を促せるような魅力的なメニューの充実

に取り組み、まだ手を挙げていない市町に対しても事業への積極的な参加を促してま

いります。、

②新たに実施する事業の中で、保護者の悩みにも対応できるような仕組みができ

ないか。       イ

(教育長答弁)

本事業においては、多くの不登校児童生徒が保護者同伴で参加することが想定され

ますので、子供たちの体験活動中に、保護者同士が交流できる歩と́しても意義がある

と考えております。

さらに、参加者の希望に応 じ、現地にスクールカウンセラーを派遣し、保護者に対

しても専門的な視点からの助言を行 うことが可能であります。

今後、本事業を通して、一人でも多くの子供たちと保護者が「未来への確かな一

歩」を踏み出すことができるよう、全力で取り組んでまいります。
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「予算決算委員会 文教厚生分科会」での教育委員会関係の主な概要

【議案】

□ 第 52号議案『令和 5年度長崎県一般会計補正予算 (第 3号 )」 のうち関係部分

→ 可決

□ 報告第 1号知事専決事項報告『令和 4年度長崎県一般会計補正予算 (第 16号 )」

のうち関係部分

■ 承認

口 第52号議案「令和 5年度長崎県一般会計補正予算 (第 3号 )」 のうち関係部分

H子 どもの安全対策として、公立小中学校のスクールバスヘの安全装置の装備を補助す

る経費について

E子 どもの安全対策として、特別支援学校のスクールバスヘの安全装置の装備に要する

経費について

(堀江ひとみ委員 )

安全装置の補助に手を挙げているのは 2市とい うことだが、手を挙げていない市町に

対して、県としてどのように対応するのか。

(教育環境整備課景)

市町教育委員会に対し、法の主旨や補助制度を周知するなど、児童生徒の安全の確保

について働きかけていく。

(深堀ひろし委員)

安全装置を止めるだけの単純作業とならずに、きちんと取り残されている子どもがい

ないか確認するような体制を整えるべき。安全マニュアルは整備されているのか。

(児童生徒支援課長 )

昨年度の事案発生後、文科省の通知に従つてヒューマンエラーを防ぐために各学校の

安全管理マニュアルを見直すなど、学校における安全管理を徹底するよう通知したと

そのうえで、補完的な役割として、安全装置の整備を検討するよう呼びかけている。

日高等学校における「共通』教科情報の指導体制の強化に要する経費について

(宮本法広委員 )

高等学校における「共通」教科情報の指導体制の強化に要する経費 267万円の補正

予算について、財源内訳が国庫でもなくその他となつているのはなぜか。

(高校教育課長 )

本事業は文部科学省の事業であり、文部科学省が民間企業に外部委託をし、その企業

と本県が契約を結ぶこととなっているため、財源はその他 となつている。
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(宮本法広委員 )

本事業の内容について教えて欲 しい。

(高校教育課長 )

これまでも情報という教科はあつたものの、新しい学習指導要領となつてこの情報の

教科の中にプログラミングという分野が入つてきたり、情報の教科が大学入学共通テス

トに課されることとなった背景があり、そういつた中で本県においては、この情報の正

式な免許状を取得 している教員の割合が 56%と いうことで、全国的に低い状況にあ

る。高度な専門的な内容や大学入試に対応するために教員を養成する必要があ り、国の

事業を活用し、県内の情報系学部を持つ大学と連携をして正式な免許状を教員に交付す

るための研修や試験問題の作成などを委託する事業である。

【陳情審査】

□ 陳情番号 15
回 陳情番号 17
□ 陳情番号 19
□ 陳情番号 20

「要望書」(松浦市).

「令和 6年度 県の施策等に関する重点要望事項」(佐世保市)

「要望書」(大村市)           ｀

「国政 H県政に対する要望書」(長崎県町村会)

口陳情番号 17 「令和 6年度 県の施策等に関する重点要望事項」 (佐世保市)

(県立世知原少年自然の家の運営存続について)

(堤典子委員 )

世知原少年 自然の家は、令和 6年度から日帰 り施設 として運営するとのことである

が、宿泊機能がなければ利用者が減少するのではないかと危惧 しているところである。

地域の方の意見も間きながら慎重に進めていただきたいが県の見解は。

(生涯学習課長)

学校については、次年度からの利用に向け、佐世保青少年の天地との一体的な利用や

日帰り施設としての活用について検討 していただいているところである。.さ らに、新た

な活用の可能性として佐世保のコンベンシヨン協会や民間の方、地域の方の意見を聞き

ながら、検討 していきたいと考えている。

(吉村洋委員)

佐世保青少年の天地、世知原少年自然の家、千々石少年自然の家の3施設を一つの指

定管理者が管理 していることについて、今後の検討課題としてほしいと思 うが、県の見

解は。

「文教厚生委員会」での教育委員会関係の主な概要
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(生涯学習課長)

3施設を一括して管理することで、効率的、計画的な予算執行や施設間の交流など、

効果的な管理運営が可能となつているものと認識している。

施設の運営については、今後、様々な検討をしていく必要があると認識している。特

に、佐世保青少年の天地と世知原少年自然の家については、国土交通省主催の民間事業

者からの意見を聞くサウンディングに参加する予定としており、今後の活用や指定管理

の在 り方について検討していきたいと考えている。

(県立武道館の機能拡充について)

(吉村洋委員 )

県立武道館に遠的弓道場を作っていただきたいとの要望だが、検討が進んでいるのか

状況を説明してほしいど

(体育保健課長)

高校生を除く県内の弓道競技八日は364名 でうち県北地域が 71名 という状況である。

また、遠的競技の大会は国民体育大会と有段者五段以上が出場できる全 日本弓道遠的選

手権の二大会のみで、近的競技に比べると限定的である。県内の遠的競技用施設は、長

崎市、島原市、大村市に市営の弓道場があり、大村市の弓道場が本県弓道競技の選手強

化の拠点となつている。仮に新たに整備するとなると約 1億 3千万円ほどの整備費用が

かかり、既存の体育施設の老朽化が進んでいる中、そちらへの対応が急務であることか

ら、県として新たな整備をするのは困難である。以上の点にっいては昨年度の本委員会

でも同様の指摘をいただいており、佐世保市担当部局には説明させていただいたところ

である。

(吉村洋委員 )

競技をやつている人が全体でも少なく県北で 71人 と言 うが、その数ではなくやつて

いる人たちがもつと拡大してやつていきたいという思いがある中で、施設がないという

のは致命的である。参加できる大会は二大会しかないとはいえ、遠的の競技施設がない

ことで参加できないということに繋がつてしまうど財政的に厳しいとはいえ、佐世保市

も用地を提供するという話なので、もう少し検討を加えることができるのではないか。

(体育保健課長)

先ほども申し上げたとおり、県有施設の機能をしつかり改修 しながら、県民の方々に

提供することがまず優先だと考えている。

(吉村洋委員 )

老朽化した施設を改修するとい う中に遠的施設も入れ込んで計画してくことができ

ると思うがどうか。
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(体育保健課長 )

現在の県立武道館は、本館 と弓道場がわかれている状況であり、さらに今回の要望の

中でも別地でご提案がされているため一体的に改修するのは厳 しいと考えている。現在

の競技強化の方法も、県央地域を中心に県内各地から練習に来ている状況なので、整備

は難 しいと考えている。

(吉村洋委員)

県内 3施設はすべて市営で佐世保だけ県営というのはどうかということが出るかも

しれないので、例えば、施設設置は、県と市が一緒にやつて、あとの管理は佐世保市で

といういろんなや り方もあると思う。だからもうだめだということではなく、そういう

こともテーブルに乗せて、今後、まだ佐世保市とも協議をしていく余地があると思うが

い か が か 。

(教育長 )

現時点では厳 しい状況である。ただ、何度も要望にあげてくるとい うことは、競技者

の声や佐世保市の思いもあるかと思 うので、現地を視察 したり、この陳情の背景にどう

いつたことがあるのか佐世保市 と話をしてまい りたい。

【議案外】

□ 政策等決定過程の透明性等の確保などに関する資料

Hl,000万円以上の契約状況一覧表について

(宮本法広委員)

「重要文化財対馬宗家関係資料保存修理事業委託」について、県内の企業では対応で

きる業者がいないのか、過去の経緯等も含めて教えていただきたい。

(学芸文化課企画監 )

本事業については高度な技術が必要であり、文化財保護法に基づく「選定保存技術の

選定並びに保持者及び保持団体の認定の基準」における保存技術に認定された「一般社

団法人国宝修理装漬師連盟」にカロ盟の業者に委託すること、また、修理場所 としては、

安全性及び設備の面から国立博物館内で行 うこととされてお り、九州唯下の加盟団体で

ある 「宰匠」との随意契約 となつている。

・補助金内示一覧表について

(吉村洋委員 )

「指定文化財保存整備事業補助金」中に「平戸領地方人苛勝 (平戸人景)」 とあるが、

その補助事業の内容について教えていただきたい。    ′
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(学芸文化課企画監)

石橋の崩落防止のための工事である。

(吉村洋委員) ―

平戸人景を観光資源として、再発見するような企画を実施してはどうかと思うが、い

か′Jミ か。

(学芸文化課企画監)

貴重なお話だと思 うので、関係市に話をして、相談 してみたいと思う。

□ 高校生の離島留学推進事業について

(白川鮎美委員)                    1
里親の受け入れ要件も必要だと思 うが、離島留学制度の里親の登録については、どの

ような登録手順が望ましいと考えているか。

(高校教育課長 )

児童福祉法に基づく皇親と離島留学制度での里親は、ともに名称は同じでも、役割は

異なるものと考えている。児童福祉法では、実親がいない子どもたちを預かつたり、要

保護児童生徒を預かつたりということでかなり高い監護が求められると承知している

が、離島留学制度における里親については、食事を提供するだけではなく、話し相手に

なつたり、相談相手になつたりということで、温かく子供たちを見守る必要があるだろ

うと思らてお り、その点が児童福祉法の里親 と本制度の里親 との違 う部分かと考えてい

る。とはいえ、本制度においても適格性が求められるところであり、各実施校で若干、

基準や文言などが違 う部分はあるが、人物的に問題がないとい うこと、高校の教育活動

や制度に理解があるとい うこと、学校および関係者によって適任 と認められるとい うこ

との概ねこの二点を基準として認定をしているような状況である。    |

(白川鮎美委員 )

里親の元で生活する生徒に対 して、シャワーや食事の時間、都活動に対する様々な制

限がかかつていた り、家事の手伝いを課された りすることがあると聞いているがどうな

のか。

(高校教育課長)

まずシャワーや食事の時間について、それぞれ里親さんのところで受け入れている人

数の違いもあり、ある程度シャフーや食事の時間に制限がかかつているという実態は聞

いているが、部活動については、部活動を制限するような話は聞いていない。また、家

事の手伝いについては、親御さんとの話し合いの中で、例えば自立心を育てたいとか、

協調性を身につけたいということで家事をさせているという話は伺つたことがあるが、

いずれにせよ、それぞれ過度なス トレスのかかるような制限や役割を与えることという
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のは、認めにくいものだろうと思っている。今後、そういつた実態を把握できるような

組織的な体制も含めて検討してまいりたいと思つている。

□ 長崎県公立学校教員採用選考試験について

(宮本法広委員 )

臨時的任用教職員の方に対する試験の免除について、一部免除ではなく、全部免除が

できないか以前お尋ねした際に「人事評価制度が学校で始まってお り、この評価で任用

等の人事管理の基礎 として活用することになっているので、臨時的任用教職員の一次試

験すべての免除についても、この評価について勤務実態を実証するものとして活用でき

ないか検討 していく」という答弁をいただいていたが、その後 どうなったのかお尋ねし

たい。

(高校教育課人事管理監)

地方公務員法によると、臨時的任用は正式任用に際して、いかなる優先権も与えるも

のではないとあり、現状では下次試験の教職一般教養試験の免除を決定する際に調書、

課題、論文などから多面的に評価をすることで、公正公平を担保 している。委員お尋ね

の臨時的任用の教員に関して、県立高校には常勤講師と非常勤講師がおり、現行の人事

評価の姑象については一年間、同二校で勤務 した常勤講師が対象となり、一年に満たな

い常勤講師及び非常勤講師は人事評価の対象となっていない。昨年ご質問があった後 t

勤務実績を活用した専門試験の免除について検討したが、試験の公平性が担保されない

とい うことが懸念されたため、本年度の試験においては導入をしてぃない。しかし、本

県では前年度の採用選考試験で成績優秀であった者には次年度の二次試験の全てを免

除するという制度もあり、臨時的任用教員については、二次試験の模擬授業や面接にお

いて、その経験が十分に活かされていると思われる。
1新

規採用となった際には教科指導

のみならず、校務分掌業務や部活動指導など新卒者が経験していない業務についての経

験が十分に活かされているため、臨時的任用教員としての経験を評価することについて

引き続き検討してまいりたいと考えているき

□ 教職員の体罰について

(宮本法広委員 )

懲戒処分基準の一部改定 しての厳罰化や体罰・不適切な指導の再発防止のための指導

力向上研修実施要項を一部改正 したというのはどういったことか詳 しく教えて欲 しい。

(高校教育課人事管理監)

まず指導力向上研修の主な改正内容については、個々に応 じた研修ということで、ま

ず原因を分析し、それを振り返らせるということ。そして学校全体で意識を高めるとい

う二つの柱を設けている。具体的には、事案が発生した時に、まずその原因の自己分析

をさせ、研修計画を策定させる。その後、校長面談を通じて面談の中で行動目標を設定

させ、日頃の管理職員による授業観察や面談等でその確認を行い、さらに個々に応 じた
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研修を行 うことを義務化しており、人権教育、特別支援教育、それから教育相談など、

それぞれの先生に求められるものを研修してもらうという形にしている。加えて、校内

研修などを充実させて、その学校としての取り組みということもやつていただき、最後

に、該当職員の変容を検証していただいて、必要があれば指導主事等を派遣して、さら

に指導支援を行つていく。必要があれば、研修期間もこれまでは一年と限つていたが、

それを一年以上に延長することがあるということで改正をしている。

また、厳罰化については これまでは校長による指導があったが、軽微なものについて

も県教育委員会での指導ということにしており、指導力向上研修を一度受けたうえで、

さらに体罰を行つた教員については原則懲戒処分としている。

(宮本法広委員)

今後、体罰を起こさないために具体的にどうされていくのか教育長に伺いたい。

(教育長 )

これまでは文書で教育長のメンセ~ジを出していたものを、昨年 9月 には動画という

形で、学校の先生に加え、保護者の皆さんに対して、不祥事防止に向けたメンセ~ジを

出したところだが、その後も一定の体罰を含む不祥事が発生したことは残念である。不

祥事が起こつたときに、なぜこの不祥事が起こったのか、その先生をその取り巻く環境

はどうだつたか、またその拳を振 り上げる中でどういつた背景があつたのかということ

について、しつかりと掘 り下げる必要があると思つている。そういつた事象の中の過去

の経過をしつかり我々も検証することが、再発防止にっながるのではないかと思つてい

るし、そういつた案件の中でしつかり我々が把握したことを学校関係者の方にもお伝え

したいと思つているところである。

回 夜間中学について

(宮本法広委員 )

夜間中学について、現状どのような状況となつているのか。

(高校教育課長 )

先月 5月 29日 に各市町の教育長及び中崎教育長が参加した県市町教育委員会合同

研修会があり、中崎教育長から夜間中学の設置について、県の考え方をお伝えをした。

具体的には、不登校の児童生徒数が増加 しているところを踏まえ、令和4年 6月 に文部

科学省が夜間中学と不登校特例校との連携の可能性を示す方針を示したところで、全国

的にも不登校特例校と夜間中学を抱き合わせた形の設置校が最近増えてきているとい

うこともあり、様々な形の学びの保証という観点から、改めて市町での不登校特例校を

含めた夜間中学の設置の方針とい うことで、県の方から各市町の教育長にお願いをした

ところである。要望があつたら県として丁寧な調査を行つたり、市町に対してしつかり

と支援を行つていきたいと考えている。
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□ 高校生の離島留学推進事業について

(浅田ますみ委員)

離島留学のマイナス面だけが今非常に取り上げられているような気がする。これまで

長崎県が20年間、一生懸命やってきたこの制度ということ自体がどうなのか、本当に

ここで学んでよかったと思っている1, 000人以上の生徒さんもいるわけだから、い

い面を打ち出すとか、または、学科自体を見直すだとか、未来志向のやり方があるよう

な気がするが、そのあたりはどうか。

(高校教育課長 )

実態 として、離島留学で来る生徒の中には、その学校での特色ある学びということよ

りも、環境を変えたいとい うことで、入学しているとい うケースも見られる。我々が現

在議論 しているのは、入学段階でのアセスメン トをしつか りやつていく、っまり、里親

さんに預けて本当に大丈夫な状態なのかどうか、実親 さんがしっかりと協力 していただ

けるのかどうなのか、そ ういつたところを見極めながら、しっか り受け入れるような受

け入れ体制を構築していくことが必要だと考えている。そ ういった中で、離島留学制度

をさらに魅力的なものにするとい う次のステンプの中で、どういつた魅力ある学びにし

ていくのか、あるいは現在 5校ある離島留学実施校を 6校や 7校にしてい
.く

のか、そ う

いつた議論も必要だと考えている。

(浅 田ますみ委員 )

この離島留学制度は本当に長崎の魅力を発信できるものだと思 う。今回、残念な事案

があつたが、そこをまた分岐点として、今後どのように実施 していくのか教育長の決意

みたいなものがあればお聞きしたい。

(教育長 )

子 どもたちに対するしつか りとしたフォロー体制をとい う厳 しいご意見をいただい

たが、
上方で全国に先駆けて、 20年間やつてきた、このしまの特色ある学びの中で評

価する意見もたくさんいただいた。今回の事案はしっかり受け止め、離島留学を選択 し

た子 どもたちをどうしっかりと育んでいけるか、あるいはこの制度が持続的なものにな

るかとい うようなことを、この離島留学検討委員会の中でもしつかり議論 していきたい

と思っている。今は子どものみと限定 した制度になっているが、これを親子留学とい う

形ができないかと検討 してお り、今それぞれのしまがUIターンとい うことで住まい、

仕事など移住政策を展開しているが、ここにその学びを入れることによって、しま全体

で子供を育てながら、県外から多くの子ども達を呼び込む 「島育」というようなイメー

ジで、新たな離島留学が描けるのではないかとい うご意見も聞いている。課題をしつか

りと検証するとともに、これがまた未来志向の制度になるような方策にしっか りと取 り

組んでまいりたい。
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□ 高等学校文化部活動 (茶道部、華道部)の推進について

(浅田ますみ委員 )

高校生の文化力を上げたい中で、県高等学校総合文化祭に参加できない部活動があ

る。これは茶道部や華道部などであり、流派がいくつかにまたがつていることから長崎

県高等学校文化連盟に専門部を設置できず、都活動として参加できない状態が続いてい

る。これは外部講師が主体となつて指導 している部活動に多いが、国民文化祭も控える

中、これ ら日本の伝統や文化を継承 している部活動に取 り組む子どもたちをそのような

場で活躍させるために教育庁で取 り組んでいただきたい と過去に一般質問で質問した

こともあるが、現状をお尋ねしたい。

(学芸文化課長)

茶道部、華道部の活動について、伝統文化の継承という意味でも、高棟生の活動は大

変重要なことだと思つている。昨年度末、茶道部、華道部について調査を行い、「ハイス

クール茶会」の主催者などからも話を聞いたところ、活躍の場が少し少ないとぃう風に

認識 している。今後は、生徒たちが活動を披露することの楽しさであつたり、生徒間で

交流することの重要性であつたりをまず認識していただきたいと思い、今年度、諫早市

で開催予定の県高総文祭にて発表の場を設けるよう、高文連とも連携して準備を進めて

いるところである。

(浅田ますみ委員 )

話にあつた 「ハイスクール茶会」は、流派を超えた素晴らしい活動の場であり、その

ような場で継続的に活動できている部活動もあるが、それでもまだ限られている。最近、

部活動の地域移行でスポーンの話などが出るが、それと同じで、それぞれの流派の先生

にお願いして団体を作つていくなどして、もつと進めていただきたい。諫早市で開催予

定の県高総文祭で発表の場を設けるとのことだが、実態としては、専門部が無いと教員

同士の横軸が繋がりづらいと思うが、いかがか。

(学芸文化課長)

茶道部、華道部は、県に繋がる組織がないため、横の繋がりはあまり無いと認識して

いるも県高総文祭などの機会をとおして、顧問間や生徒間の繁がりをつなぎ合わせなが

ら、専門部の設置に結びつけられたらと思つている。

(浅 田ますみ委員)

今後、国民文化祭までにしつかり出来ていくのか見ていきたい。茶道や華道は、発信

する場が少ないからこそ、生徒たちのモチベーシヨンを上げながら継続させていくこと

が重要だと思 う。顧問は変わるが、外部の指導者は何十年も同じ学校で指導している場

合もあり、そのような方を含めたうえでどうなのかというところを、一歩二歩進めてい

ただきたい。「部活動できていますよ」というだけでなく、そこから先のあり方をずつと

お願いしている。一般質問に際しては教育長から答弁があつたところでもあり、今後は
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しつかりと進めていただきたいと思っているので、是非ともお願いする。

(教育長)                            .
茶道部、華道部については、専門部ができればいいが、学芸文化課長が説明した内容

が現状である。まずlま 、生徒たちに、外で披露する楽しみや流派を超えて学校間で交流

する楽しみといつた、茶道、華道が持つ幅広い楽しみを実感できるような機会を作ろう

としており、しつかり段階を踏んでやっていこうと思つていると令和 7年度の国民文化

祭は県内外から多くの方が参加する最大の文化イベントであるため、開催される前に、

高校間の連携、部活動の推進といったところをしつかり取り組んでまいりたいと思って

いる。

□ 夜間中学について

(堀江ひとみ委員 )

設置主体は決まつていないが設置をするたいう方向で検討されていると理解をした。

夜間中学について、今後のスケジュエルはどうなつているのか。

(高校教育課長)

不登校の児童生徒が増えてきたという状況を鑑みて、不登校特例校と夜間中学を抱き

合わせた学校の設置といつた点からすれば、市町のほうがふさわしいという考え方に立

脚 し、今後、そういつた市町が出てきたところで、細かいニーズ調査や側面的な支援を

行つていきたい。また、長崎県としてはいつまでに設置をすると期限を区切つているわ

けではないが、できるだけ速やかに設置の方向で進んでいきたいと考えている。

□ 肢体不自由生徒の教育条件の整備について

(堀江ひとみ委員 )

この 4月 、県内の県立高校に肢体不自由の生徒が入学した。学校現場は、サポー ト体

制を整えているがその負担が半分になればいいと思 うとい うような意見がある。そこ

で、質問であるが、この県立高校に支援員を増や してほしいとい うことに姑する見解を

求める。

(特別支援教育課長)

支援員については、例年、複数の高等学校から配置希望が出されて全配置希望校を視

察し、優先順位をつけながら、配置校を決定しており、現在、 9校に 9名 を配置してい

る。

そのため、既に支援員を配置している学校や新規の学校への年度途中の配置は難しい

が、近隣の特別支援学校から障害特性に応 じた生徒への有効な支援の
′
あり方について助

言を行 うなど、現場の先生方の負担にならないような支援方法を学校と一緒に考えてい

きたい。
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(堀江ひとみ委員)

私は、やはり人的、財政的に確保 してほしいと思う。支援をするためにその生徒につ

かなければいけない状況になると、先生の昼食時間や昼休みの時間を削ることになるの

で、今の状態を正だとはせずに、見直して頂きたいと思うが、教育次長、教育長は、ど

のように考えるか答弁を求めたい。

(教育長)

私は、この案件を十分に把握していないので、まず、しつかりと現在の状況について

確認をしたい。

障害のある生徒が普通高校でチャレンジしたいという精神は尊重しないといけない

と思らている。特別支援学校のフォローできちんとした体制がとれるのか、取れない場

合はどうするのかについて、しつかりと対応を検討してまいりたい。

□ 夏体み充電宣言における承認研修について

(堤典子委員 )

夏体み充電宣言が出された経緯についてお尋ね したい。

(教育長)

教員のなり手不足の中で、いきいきと働 く先生のスタイルの一つとして、夏休みにし

つかりと休みをとりヽ承認研修を有効に活用してもらうことで、それを子供に還元する

仕組みができないかという考えから夏休み充電宣言を組み立てた。

(堤典子委員 )

しつか り休養をして、夏休みの間に充電 して、9月 から元気に教壇にたてるような承

認研修にしてほしいと考えるが見解は。

(教育長 )

承認研修を承認する校長先生の考え方が大事であり、なぜ充電宣言を設定したのかと

い うことを市町教委や校長先生にもしつか りと理解 してもらいたい。これは学校文化の

見直しの一つの象徴 としての意味もあるため、市町教委や学校 と協力 して取 り組んでい

くも

□ ふるさと教育に関する子ども用図書の充実について

(堤典子委員 )

ふるさと教育について、小学校 4年生の授業に関連して学校から市町の図書館に資料

を貸し出してほしいと依頼がくるが、大人向けの資料が多く、小学生に適 した資料が少

ない。郷上の歴史、文化を学べる教材や本が必要ではないか。
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(生涯学習課長 )

ふるさと教育の充実を(図書館 と連携 して取 り組んでいきたい。市町教育委員会が小

学校 3年生、 4年生向けの資料を作成 し配布 しているも

県では第五次子どもの読書活動推進計画の策定をすすめているので、そこでふるさと

教育についても協議 していきたい。

□ 教職員の超勤について

(深堀ひろし委員 )

超勤時間が45時間超えの教職員の割合について、2022年 度の文科省の調査がマ

スコミから報道されているが、県内公立小中学校の月 45時間越え職員の割合はどうな

つているのかお尋ねしたい。

(義務教育課人事管理監 )

県内の月 45時間越え職員の割合は、小中学校で、令和 4年度は 18.1%と なって

おり、令和 3年度は20,3%、 令和 2年度は 28。 1%と 公々に改善傾向にあると

(深堀ひろし委員 )

県は働きがい改革などにより教職員の意識 。働き方を変えていくとしているが、実際

の業務量について、どのような施策で減 らしてきたのかお尋ね したい。

(義務教育課人事管理監 )

教職員の業務の見直し。改善については市町教委 と協議を重ねているほか、これまで

に部活動について週 2回のノー部活動デーの数値 目標の設定などを行ってきた。今年度

の新たな取組 として、超勤割合の高い教頭に焦点をあて、定時退校 日の設定や、PTA
業務 。地域行事への関わ り方の見直しなどを行つていく。

(深堀ひろし委員)

月 45時間越えの割合は下がつていても、実際には業務の持ち帰り時間が増えている

のではないのか、持ち帰り時間についてどう見ているのか、どの程度把握 しているのか

お尋ねしたい。

(義務教育課人事管理監 )

具体的な調査は実施 していないが、業務量が減 らなければ根本的な改善につながらな

いことは承知 している。学校以外が担 うべき業務、学校が担 う業務の うち教員が担 う必

要のない業務、教員の業務だけれども負担軽減が可能な業務、これらを洗い出して、分

業・外部委託等を活用 しながら全体的な業務量の削減に努める。
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□ 特別支援学校における図書の充実について

(深堀ひろし委員 )

文科省が 2021年 に公表 した調査によると、蔵書数の日標である学校図書館図書標

準の達成率が、普通学校の中学校では 61.1%だ が特別支援学校の中学部では3.6%

と格差がある。県内の状況はどうか。

(教育環境整備課長)

令和 2年 3月 末の特別支援学校の標準冊数等の達成状況は23.1%で ある。

(深堀ひろし委員)

普通学校と特別支援学校の格差について、教育庁としてどう考えているか。

(教育環境整備課長 )

蔵書数の充実については、学校運営費の中に図書費を充当してお り、各学校において、

図書費の中で整備を進めるよう指導 してまい りたい。

□ 業務の持ち帰 りについて

(山本由夫委員 )

数字上は超勤時間が減っていても、実際には業務を持ち帰つている実態があると聞い

ている。持ち帰 りの実態を把握 したうえでどのように業務量を削減 していくか考えてい

くためにも、持ち帰りの調査をすべきだと考えているが、県としての見解をお尋ねした

い 。

(義務教育課人事管理監 )

教員の業務内容は教材研究や自分磨きなど際限がないものであるため、持ち帰つてい

る業務がどのような内容なのか検討が必要 となるが、委員のご指摘のとお り、持ち帰 り

の実態を把握 した うえで業務量削減に向けた対策を講 じていくためにも、調査について

検討 してまい りたい。

□ 臨時的任用職員の採用について

(山本由夫委員 )

受験者数の減少や体職者の増加に伴い臨時的任用職員・講師の負担も増えている状況

で、フルタイ本で働いてしまうと採用試験の勉強時間がとれず受験に不利になるという

話を聞いているが、そのような実態があるのかお尋ねしたい。

(義務教育課人事管理監 )

熱心な先生ほど勉強する時間がないとい う実態はあるかと思 う。採用選考の在り方に

ついては、文科省も「教員採用等の改善について」とい う通知の中で、筆記試験よりも

人物評価を重視 し、選考方法の多様化 。選考尺度の多元化により改善を図る必要がある

との方針を示 しているため、臨時的任用職員の採用試験の免除については引き続き検討
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してまい りたい。

口 夏休み充電宣言の周知について

(山本由夫委員)

夏休み充電宣言の承認研修ばかりが前面に出てしまい、現場にちゃんと伝わつている

のか心配している。しつかり休んで、しっかり研修を受ける、そのメンセ~ジが正確に

届くことを望んでいる。

□ 県立高校と私立高校の連携について

(山本由夫委員)

県立高校の定員に対する充足率と、令和 5年度入学者の入試における入学定員と実際

の入学者数を教えて欲しい。

(高校教育課企画監 )

県立高校の充足率については、平成 30年度 と令和 5年度を比較 しながら、申し上げ

ると、平成 30年度の充足率が 88.9%、  令和 5年度が 7. 8ポイン ト下がり、

81,1%と なっている。本県の充足率の特徴は特に離島 。半島地域の充足率が低 くな

つてお り、離島地域については、平成 30年度が 68.2%、 令和 5年度が 59,4%
と約 8.8ポイン ト減少 してお り、半島地域については、80: 5%か ら65,7%と
約 14.8ポ イン ト減少 とい うように、特に半島部の充足率の減少幅が著 しく大きい状

況 となっている。また、令和 5年度の全 日制県立高校の定員 と入学者数は、8, 640
人の定員に対 して入学者数が 7, 011人 となってお り、割合は81%で ある。

(山本由夫委員 )

私立高校では令和元年度と令和 5年度の生徒数を比較するとあまり変わっていない。

私立高校は魅力化に取 り組んだり募集を強化 したり、県も私立高校に学ぶべきことがあ

ると思 う。公私立それぞれの取組を共有 して県全体でレベルアップしていく取組が必要

ではないかと考えるがどうか。

(教育長 )

建学の精神の私立学校 と公立学校は離島半島部含めて一定の教育水準を保つとい う

ようなところで学校経営をやっているので、それを一律にして生徒比率の議論をするの

はいかがなものかとい うような話を公私立連絡協議会の中でしたところ。

生徒が減つていく中で、教育としても人口減少に向き合っていく必要があると考えて

いる。想いは共有 した上で、生徒比率にこだわるのではなく、それぞれの特色の中で切

磋琢磨 していき、長崎県のために公立私立の魅力を高め合つていけばいいと考えている

ので、総務部 とも連携 しながら取 り組んでまい りたい。
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□ 県立高校への支援員の配置について

(吉村洋委員 )

支援員の関係で 9校に 9名 を配置 しているとい うことであつたが、現状を聞きたい。

どのような障害を持つた生徒が入つて支援員が配置されているのか、配置校以外にも支

援対象 となる生徒がいるのか。

(特別支援教育課長)

昨年度の段階で、20校の高校から要望があり、20校すべてを視察し、優先順位を

つけて配置したという状況である。学校によつては、肢体不自由のある生徒、発達障害

等のある支援が必要な子どもが多数在籍している学校があり、そういつた視点を持って

配置校を決定している。

(吉村洋委員)

学校の先生方の負担が増えるということについては、やはりよくないので、支援員の

配置をきちんとやってもらわないといけない。

やはり、高校に入つた以上、手がかかるということであれば、必要な人員の配置とい

うのは今後、具体的に考えていかなければいけないと思うがどうか。

(教育長)

普通高校に発達障害の子どもが非常に増えている状況にある。普通高校と特別支援

学校の連携ということについては、国の方で検討がされている。支援員を増やすとい

うことも大事ではあるが、普通高校にいる!障害のある子どもたち、或いは発達障害の

ような子どもたちに対して、どのような体制をとるかについては、教育委員会全体と

しての話だと思うので、高校教育課、特別支援教育課が連携しながら、どういう対応

ができるかしつか りと考えてまい りたい。
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